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（
承
前
）

十
月
二
十
二
日　

白
馬
山
城
滞
在

此
日
第
十
二
中
隊
の
兵
卒
火
を
失
し
一
家
を
焼
失
す
、
弾
薬
屋

を
焼
き
た
る
為
、
大
に
銃
声
を
發
し
敵
襲
か
と
疑
は
し
め
し
程

な
り
き

此
日
中
端
谷
の
進
士
金
用
梯
訪
問
し
来
る

十
月
二
十
三
日　

白
馬
山
出
發
、
義
州
府
へ
至
る
、
行
程
三
里

半
、
白
馬
山
城
は
白
馬
山
に
あ
る
城
名
な
り
、
此
山
は
凸
兀
し

た
る
急
峻
山
に
し
て
之
を
越
ゆ
る
に
只
一
条
の
坂
路
あ
り
、
全

く
壁
立
せ
る
岩
石
羊
腸
路
に
し
て
、
上
り
十
五
丁
、
下
り
十
七

町
、
高
さ
三
百
間
も
あ
り
と
云
ふ
、
城
は
山
腹
よ
り
頂
上
に
あ

り
、城
内
人
家
五
六
十
戸
に
し
て
頂
上
に
寺
院
的
の
も
の
あ
り
、

此
山
に
上
れ
ば
鴨
緑
江
を
眼
下
に
瞰
制
し
、
地
形
の
雄
偉
な
る

真
に
清
国
を
脚
下
に
見
下
し
得
べ
し
、
現
に
九
連
城
及
虎
山
近

傍
の
支
那
兵
の
旗
の
樹
立
せ
る
を
見
る

海
東
第
一
関
と
大
書
し
あ
る
は
義
州
府
の
南
門
な
り
、
来
薫
門

よ
り
入
城
す
、
戸
数
四
千
、
家
屋
大
半
瓦
葺
に
し
て
市
街
道
路
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幅
狭
け
れ
ど
も
繁
華
を
想
像
せ
し
む
る
丈
け
櫛
比
す
、
家
屋
は

先
づ
日
本
士
族
家
敷
風
に
し
て
門
戸
を
設
け
中
々
厳
重
な
り
、

府
使
は
日
本
語
を
解
す
と
云

鴨
緑
江
は
巾
二
町
よ
り
一
里
に
渉
り
浅
所
に
て
尚
一
丈
位
の
深

さ
あ
り
、
徒
渉
し
難
し
と
云
、
二
俣
に
分
れ
其
中
洲
に
大
島
あ

り立
見
少
将
に
面
会
す
、
同
少
将
の
住
宅
は
白
リ
ン
ス
を
以
て
四

壁
天
井
を
張
り
込
め
、
実
に
目
を
驚
か
す
計
り
の
美
観
な
り
、

同
少
将
よ
り
日
本
酒
の
饗
を
受
け
つ
つ
あ
る
際
、
黒
田
少
将
来

話
あ
り
、
依
て
辞
去
す
、
同
少
将
の
談
話
に
余
は
釜
山
よ
り
随

行
せ
し
が
、
途
中
米
な
く
粟
に
よ
り
生
命
を
繋
ぎ
し
な
ど
の
困

難
談
あ
り

十
月
二
十
四
日　

義
州
滞
在

　

第
十
二
聯
隊
の
少
尉
庄
司
都
盛
来
訪
す
、
平
壤
の
苦
戦
談
あ

り黒
田
甲
子
郎
来
る
、
同
人
は
東
京
日
々
新
聞
記
者
と
な
り
、
立

見
少
将
に
従
ひ
居
る
も
の
に
て
、
同
人
曰
く
、

平
壤
の
戦
闘
は
野
津
第
五
師
団
長
の
計
劃
通
り
と
は
往
か

ざ
り
し
、
初
め
第
五
師
団
長
は
十
五
日
を
以
て
攻
撃
す
と

定
め
、
十
四
日
夜
に
至
り
俄
に
十
六
日
と
変
更
せ
ら
れ
し

も
、
大
島
立
見
両
隊
と
も
已
に
敵
に
接
触
す
る
の
み
な
ら

ず
、
糧
食
の
関
係
も
あ
り
て
、
其
の
都
合
通
り
に
な
ら
ず
、

依
て
十
五
日
に
断
然
攻
勢
を
取
る
事
と
な
れ
り
云
々

大
同
江
方
面
は
非
常
の
苦
戦
な
り
し
も
、
敵
は
逆
襲
に
転

ぜ
ざ
り
し
と
立
見
旅
団
の
敵
の
左
側
に
逼
り
し
為
、
遂
に

都
合
克
勝
利
を
博
す
る
に
至
り
し
な
り
云
々

鴨
緑
江
右
岸
の
敵
状
は
正
面
約
十
里
に
亘
り
其
兵
力
四
万
も
あ

り
と
称
す
、
お
祭
り
の
如
く
旗
を
高
地
上
に
樹
立
し
、
毎
夕
軍

楽
を
奏
し
軍
容
を
張
れ
り
、
愈
明
日
は
攻
撃
に
着
手
す
、
委
細

は
黒
田
に
托
し
た
り

　
　
　
　

第
五
旅
団
は
前
衛　
　
　
　
　

共
に　

九
連
城
の

　
　
　
　

第
十
旅
団
（
立
見
隊
）  　
　
　

正
面
に
当
る

　
　
　
　

第
十
八
聯
隊
の
一
大
隊
半
は
水
口
鎮
に
て
本
日
よ
り

　
　
　
　

開
戦
す

　
　
　
　

第
九
旅
団
（
大
島
隊
）
は
安
東
縣
に
向
ふ

右
に
付
、
明
早
朝
は
渡
河
し
大
戦
と
な
る
な
ら
ん
、
茲
ぞ
命
の

捧
げ
所
な
り
、
功
の
立
て
所
な
り
と
一
同
勇
み
申
候

山
縣
軍
司
令
官
は
本
日
義
州
に
着
せ
ら
る

砲
兵
四
十
八
門
は
鴨
緑
江
の
左
岸
に
陣
地
を
占
領
す
る
筈
、
砲

声
殷
々
た
る
事
と
存
候

第
六
旅
団
（
金
沢
の
兵
）
は
目
下
安
州
に
あ
り
、

第
二
軍
の
第
一
師
団
の
三
分
の
一
去
る
十
日
大
孤
山
附
近
に
上

｝
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陸
せ
し
由
な
り

国
会
は
一
億
五
千
万
円
の
軍
費
を
可
決
せ
り
と
の
事

辰
次
郎
も
参
り
面
会
致
候

只
今
俄
に
用
事
出
来
に
付
茲
に
閣
筆
す

謹
啓
九
月
十
四
日
及
九
月
三
十
日
付
の
御
書
面
拝
見
仕
候
、
愈

御
安
静
被
為
遊
奉
恐
悦
候
、
私
義
も
漸
く
目
的
通
り
義
州
に
到

着
、
昨
朝
は
鴨
緑
江
に
於
て
正
面
戦
に
加
り
候
、
何
卒
為
国
家

一
助
と
も
相
成
度
乍
願
に
勇
み
居
申
候
、
一
快
戦
の
上
自
然
勝

利
に
て
無
事
に
候
は
ば
更
に
御
報
可
申
上
候
、
茲
一
両
日
も
我

軍
人
の
本
務
に
御
座
候

久
邇
宮
殿
下
へ
宜
敷
御
執
奏
之
儀
御
取
計
被
下
度
候

　
　
　
　

十
月
二
十
四
日　

朝
鮮
義
州
府
に
て
開
戦
準
備
中　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
蔵

　
　
　
　

父
上　

様

十
月
三
十
日
夜　

安
東
縣
に
於
て
発
信

十
月
二
十
五
日
晴

昨
二
十
四
日
手
紙
を
認
め
、
一
は
愈
御
暇
乞
と
思
ひ
、
筆
を
執

り
つ
つ
あ
る
際
、
大
隊
長
よ
り
急
に
呼
び
に
参
り
た
り
、
直
ち

に
到
れ
ば
、
即
刻
よ
り
義
州
府
よ
り
上
流
に
て
鴨
緑
江
を
渡
る

べ
き
点
及
工
兵
隊
よ
り
舟
を
受
取
り
今
夜
の
九
時
ま
で
に
渡
舟

の
用
意
を
終
れ
と
命
ぜ
ら
れ
た
り
、
是
も
図
上
に
て
（
二
十
万

分
一
図
）
に
て
此
辺
位
に
て
は
如
何
や
と
示
さ
れ
た
れ
ど
現
地

の
様
子
は
一
向
不
案
内
な
り

余
は
命
を
承
け
た
れ
ど
時
刻
は
逼
り
地
形
は
知
ら
ず
、
敵
に
は

暴
露
す
る
故
夕
刻
な
ら
で
は
舟
を
出
す
能
は
ず
、
何
処
に
此
舟

あ
る
や
も
分
ら
す
、
迚
に
角
何
と
か
な
る
で
あ
ろ
ー
と
拝
辞
し

て
中
隊
に
帰
り
、
先
づ
偵
察
と
決
し
、
中
山
と
申
す
兵
卒
と
外

一
名
の
水
泳
の
上
達
者
を
撰
抜
し
、
其
軽
装
し
て
直
ち
に
来
る

べ
き
を
命
じ
つ
つ
行
李
を
納
め
偵
察
に
出
来
け
た
り
、
先
は
北

門
を
出
て
前
哨
線
に
至
り
て
敵
状
を
聞
き
、
そ
れ
よ
り
敵
方
に

進
む
為
め
に
鴨
緑
江
岸
に
下
り
、
中
州
に
至
る
ま
で
二
回
の
徒

渉
を
な
し
、
潜
行
し
て
最
も
西
方
山
麓
に
流
る
る
本
流
沿
岸
ま

で
匍
匐
し
つ
つ
至
れ
り
、
敵
は
虎
山
の
東
北
高
地
に
は
点
々
我

を
制
下
し
、
亦
山
麓
に
は
巡
視
兵
ら
し
き
も
の
徘
徊
す
る
も
歩

哨
は
見
へ
ず
、
遂
に
近
付
き
て
四
百
米
ま
で
至
り
、
河
水
を
恐

る
恐
る
偵
察
し
て
急
歩
帰
還
せ
り
、
此
場
所
は
恰
も
義
州
府
よ

り
は
一
里
半
も
離
り
、
河
水
の
分
流
点
の
下
流
約
三
百
米
に
て

あ
り
し
、
此
地
へ
は
如
何
し
て
往
く
べ
き
や
と
の
観
念
は
起
れ

り
、
中
山
と
申
す
兵
卒
は
志
州
の
漁
夫
な
り
、
曰
く
、
彼
地
に

至
る
に
は
前
哨
線
を
出
で
て
鴨
緑
江
岸
に
下
り
、
中
州
の
一
本

松
と
敵
方
の
最
高
点
と
の
一
直
線
上
に
あ
ら
ん
と
、
余
は
之
に

力
を
得
て
之
を
実
地
に
照
ら
し
誤
ら
ざ
る
事
を
知
り
、
二
人
の
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兵
卒
に
堅
く
之
を
信
ず
べ
き
を
命
ぜ
り

午
後
六
時
に
一
旦
義
州
に
帰
り
復
命
し
、
直
に
出
戦
準
備
を
な

し
、
従
軍
武
藤
安
次
郎
を
率
ひ
大
隊
長
の
許
に
至
り
し
に
、
一

人
の
兵
を
道
案
内
に
残
置
し
呉
れ
と
の
事
に
て
、
前
の
中
山
と

云
ふ
兵
を
饗
導
た
ら
し
め
、
余
は
従
卒
と
他
の
一
名
を
率
ひ
て

鴨
緑
江
岸
に
出
て
渡
舟
の
所
在
を
尋
ぬ
、
第
五
師
団
工
兵
隊
は

舟
の
準
備
を
な
し
あ
る
と
の
事
を
聞
知
し
た
れ
ば
、
冒
険
に
も

河
岸
を
溯
り
行
く
中
に
、
日
は
全
く
暮
れ
て
何
に
も
分
ら
ず
、

漸
く
我
兵
の
居
る
物
言
を
聞
き
之
を
頼
り
に
進
み
し
に
槙
峠
と

云
ふ
少
尉
に
て
あ
り
き
、
渡
舟
の
こ
と
を
話
せ
し
に
、
恰
も
同

人
も
其
命
を
承
け
居
れ
り
と
の
事
に
て
、
乃
ち
直
ち
に
上
流
に

上
す
事
に
取
掛
れ
り
、
渡
舟
は
三
艘
な
り
、
余
は
其
先
頭
に
あ

り
て
敵
前
河
を
溯
る
な
り
、
敵
岸
に
至
れ
は
夜
襲
せ
ら
る
る
恐

れ
あ
り
、
我
岸
に
よ
れ
ば
浅
瀬
あ
り
中
流
に
て
は
櫓
声
を
發

す
、
夜
暗
と
て
何
に
も
分
ら
ず
、
我
等
は
中
流
に
て
櫓
の
へ
そ

へ
手
に
て
水
を
灑
き
、
或
は
棹
を
取
り
、
或
は
擱
岸
す
る
為
め

水
中
に
入
り
な
ど
し
て
、
漸
く
一
里
半
の
上
流
に
午
後
九
時
到

着
せ
り
、
敵
前
の
事
と
て
火
は
点
せ
ら
れ
ず
、
音
響
は
無
用
な

り
、
心
細
き
事
隙
限
な
し
、
川
風
寒
く
手
足
凍
洌
し
、
人
声
絶

へ
て
、
四
辺
暗
澹
の
状
況
は
筆
紙
の
尽
し
得
る
所
に
あ
ら
ず
、

凡
そ
十
五
分
乃
至
四
十
分
に
し
て
槙
峠
少
尉
以
下
悉
く
集
り
し

も
時
刻
は
何
時
と
も
分
ら
ず
、
我
隊
は
来
ら
ず
、
或
は
途
中
の

故
障
に
も
や
と
思
ひ
、
約
四
百
米
も
義
州
の
方
向
に
行
き
、
饗

導
の
来
ら
ざ
る
や
を
待
ち
た
り

是
よ
り
先
き
大
隊
長
岡
本
少
佐
は
中
山
一
等
卒
の
案
内
に
て
中

州
に
出
で
し
が
、
如
何
に
し
て
も
廣
漠
た
る
砂
礫
に
簾
葭
叢
生

ず
る
所
あ
り
て
、
何
れ
に
行
く
や
不
安
の
心
を
生
じ
、
間
違
で

な
き
や
と
正
せ
す
と
も
、
一
等
卒
は
頑
と
し
て
聞
か
ず
、
余
は

山
岡
中
尉
よ
り
直
線
に
進
め
と
命
ぜ
ら
れ
た
り
と
て
、
道
な
き

所
を
先
導
し
て
傍
若
無
人
た
り
し
か
ば
、
疑
ひ
つ
つ
進
行
し
、

山
も
近
け
り
と
て
心
配
し
つ
つ
あ
る
際
、
恰
も
余
は
地
上
に
耳

を
附
け
て
隊
の
来
る
音
響
を
取
り
微
行
し
て
之
を
迎
へ
し
か

ば
、
岡
本
少
佐
は
始
め
て
愁
眉
を
開
き
た
り
と
ぞ

午
後
十
時
過
と
思
ふ
頃
に
は
渡
舟
場
に
到
着
せ
り
、
さ
れ
ど
暗

く
し
て
何
に
も
見
へ
ず
、
余
は
敵
の
尚
知
ら
ず
に
あ
る
事
と
場

所
と
を
報
告
し
、
二
百
米
も
あ
る
河
中
の
処
を
渡
舟
せ
り
、
昼

間
は
尚
浅
し
と
信
ぜ
し
も
意
外
に
深
く
、
且
潮
流
の
関
係
に
て

流
速
急
と
な
り
、
漸
々
下
流
に
て
渡
舟
す
る
事
と
な
り
、
皆
二

尺
位
つ
つ
は
水
中
に
入
り
て
渡
舟
す
る
事
と
な
れ
り
、
全
く
終

り
し
は
午
前
三
時
な
り
し

此
渡
舟
ま
で
に
は
恰
も
三
度
も
水
中
に
入
り
し
な
れ
ば
、
左
程

の
寒
気
と
云
は
ざ
る
べ
き
も
、
中
州
に
息
を
凝
ら
し
て
天
明
を
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俟
つ
間
に
は
、
全
く
手
足
凍
沍
し
歯
牙
合
せ
ず
、
身
体
萎
縮
し

て
肌
粟
已
ま
ず
、
さ
り
と
て
火
を
用
ゆ
る
能
は
ず
、
声
は
立
て

ら
れ
ず
、
沙
を
堀
り
足
を
入
れ
し
も
却
て
寒
気
を
感
じ
、
二
三

人
づ
つ
相
抱
擁
す
る
外
何
事
も
致
し
方
あ
ら
ざ
り
し
、
寒
暖
計

は
必
ず
Ｏ
度
以
下
に
あ
り
し
な
ら
ん
、
西
風
も
あ
り
、
兵
卒
は

尚
夏
衣
又
は
夏
袴
を
用
ひ
た
る
も
の
あ
り
し
、
如
何
な
る
寒
冽

を
感
ぜ
し
や
察
す
る
に
余
り
あ
り

風
寒
く
吹
か
ば
吹
け
、
日
本
男
子
は
冷
か
な
る
握
飯
、
し
か
も

氷
り
て
食
は
れ
ざ
る
に
も
せ
よ
、
火
な
く
水
な
く
未
知
の
河
州

に
あ
る
に
も
せ
よ
、
心
の
赤
き
熱
さ
は
一
も
不
平
を
唱
ふ
遑
あ

る
べ
き
天
道
人
を
苦
め
ず
、
見
よ
時
に
齎
ら
し
来
る
敵
の
音
楽

は
近
く
我
手
に
落
ち
ん
事
を

二
十
五
日
午
前
六
時
天
霧
全
く
霽
れ
（
朝
鮮
は
此
夜
少
し
く
雲

あ
り
）
て
人
顔
も
分
か
り
虎
山
は
漸
次
霧
を
破
り
て
其
尖
頭
を

顕
ん
と
す
、義
州
高
地
の
我
砲
兵
は
虎
山
に
攻
撃
を
初
め
た
り
、

是
を
合
図
に
中
州
に
展
開
し
、
第
一
第
二
中
隊
は
散
兵
す
、
第

三
第
四
中
隊
は
大
隊
預
備
、
第
二
大
隊
は
第
一
大
隊
の
右
に
連

り
ぬ

午
前
六
時
三
十
分
虎
山
の
麓
に
小
流
あ
り
、
之
を
渡
ら
ん
と
す

る
と
き
（
此
渡
し
は
深
さ
腰
に
及
ぶ
渡
川
場
の
分
流
）
敵
は
始

め
て
我
の
進
む
を
知
り
得
意
の
連
発
銃
を
以
て
ピ
ュ
ピ
ュ
と
弾

丸
を
飛
ば
し
、
遂
に
我
豫
備
隊
の
足
許
に
来
り
た
れ
ば
、
こ
れ

は
耐
ま
ら
ず
と
、
覚
へ
ず
虎
山
東
北
の
岩
山
に
取
り
付
き
た
り

是
れ
よ
り
我
隊
は
虎
山
東
北
麓
の
鞍
部
に
向
ひ
て
散
開
し
進
む

や
、
一
弾
飛
来
り
我
小
隊
の
藤
井
上
等
兵
（
清
蔵
）
の
帽
を
貫

き
、
武
藤
従
卒
の
右
手
を
擦
過
し
、
一
等
卒
深
谷
徳
次
郎
の
咽

喉
に
中
た
れ
り
、
深
谷
は
転
々
し
て
谷
地
に
倒
れ
た
り
、
之
れ

我
隊
戦
死
者
の
第
一
と
す

敵
は
我
射
撃
を
開
始
す
る
や
、
益
々
連
發
を
始
め
、
頂
界
線
に

は
一
人
も
頭
を
出
す
能
は
ざ
り
し
、
余
は
密
か
に
前
方
を
偵
視

せ
し
に
、敵
は
三
四
十
人
に
し
て
旗
六
本
を
立
て
、何
れ
も
〔
三

角
の
旗
の
図
〕（
赤
色
に
白
字
）
大
さ
畳
三
枚
位
も
あ
る
も
の

を
建
て
居
り
、
其
我
と
の
中
間
谷
地
に
は
独
立
家
屋
あ
る
事
を

確
め
た
り
、
恰
も
第
四
中
隊
は
我
左
に
散
開
し
て
此
敵
を
射
撃

し
、
敵
は
我
に
向
て
射
撃
せ
ざ
り
し
か
ば
、
前
へ
と
号
令
せ
し

も
、
一
人
も
谷
地
に
下
る
も
の
な
し
、
余
は
前
へ
と
連
呼
し
率

先
谷
地
の
一
軒
屋
に
下
り
し
が
、
敵
も
去
る
も
の
此
屋
こ
そ
は

射
撃
目
標
と
せ
し
所
、
弾
丸
の
集
る
事
無
数
と
な
れ
ば
、
皆
家

背
に
隠
れ
て
出
づ
る
能
は
ず
、
余
は
無
謀
も
再
び
前
進
し
て
全

く
谷
底
に
入
り
し
為
、
死
角
内
と
な
れ
り
、
余
に
従
ふ
も
の
僅

に
四
人
の
み
、
其
他
は
第
一
回
・
第
二
回
の
位
置
に
あ
り
て
復

進
む
能
は
ざ
る
も
の
な
り
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余
の
谷
中
畑
地
に
あ
る
際
、
大
隊
長
は
第
四
中
隊
の
右
翼
に
前

進
を
命
ぜ
し
も
進
ま
ず
、
漸
く
叱
咤
を
受
け
て
進
み 

し
も
の

中
尉
木
村
重
行
以
下
十
五
六
名
な
り
し
、
木
村
は
余
の
左
約

五
十
米
を
隔
て
て
小
溝
の
中
に
入
れ
り
、
恰
も
我 

義
州
台
の

砲
兵
は
榴
霰
弾
を
打
始
め
た
れ
ば
、
丁
度
我
頭
上
に
て
毎
発
破

裂
し
破
片
は
余
が
左
頭
の
辺
へ
落
つ
る
事
四
回
な
り
（
一
回
は

三
尺
左
、
二
回
は
一
尺
右
前
、
三
回
は
三
寸
左
、
四
回
は
一
間

前
）其
三
回
目
の
と
き
は
当
り
た
り
と
思
ふ
程
土
砂
を
蒙
れ
り
、

此
時
は
進
む
に
進
ま
れ
ず
又
退
く
事
も
出
来
ず
、
四
人
の
兵
卒

に
狙
へ
と
云
ふ
も
頭
を
上
に
す
る
事
能
は
ず
、
已
む
を
得
ず
隣

兵
の
銃
を
取
り
て
急
射
す
る
事
七
發
、
此
時
こ
そ
余
は
生
死
以

外
の
考
へ
の
み
、
其
考
へ
も
空
漠
な
り
、
軍
刀
の
そ
り
、
錆
の

有
無
を
無
意
味
に
眺
め
し
の
み
、
嗚
呼
余
は
初
戦
な
り
、
精
神

の
定
ま
ら
ざ
る
此
の
如
き
か
、
恐
れ
な
く
苦
み
な
く
、
全
く
少

時
聖
人
と
な
り
し
な
り

此
危
機
に
当
り
て
も
幸
に
一
の
弾
丸
を
も
受
け
ず
、
隣
兵
金
丸

吉
蔵
は
余
に
代
り
て
重
傷
を
受
く

已
に
し
て
第
四
中
隊
の
一
小
隊
は
左
後
の
山
上
よ
り
敵
に
向
ひ

急
射
を
始
め
、
大
隊
長
は
前
へ
と
怒
鳴
り
し
声
は
耳
底
を
驚
か

し
、
更
に
第
三
中
隊
前
へ
と
号
令
せ
り
、
此
号
令
は
直
に
蹶
起

の
基
を
な
し
、
知
ら
ず
知
ら
ず
天
皇
陛
下
万
歳
と
大
唱
し
て
突

貫
せ
り
、
四
人
の
突
貫
如
何
に
も
淋
し
き
感
あ
り
し
も
勢
な
り

力
な
り
、
是
に
て
唱
へ
出
せ
る
な
り
、
敵
の
余
に
向
け
し
連
発

は
皆
弾
道
高
く
し
て
中
ら
ず
、
第
一
掩
堡
は
遂
に
奪
取
せ
し

が
、
恰
も
第
四
中
隊
は
左
よ
り
市
川
中
尉
は
右
よ
り
共
に
掩
堡

線
に
到
着
せ
り
、
敵
は
散
乱
し
て
潰
走
せ
し
か
ば
、
之
を
射
撃

し
或
は
追
躡
し
て
斬
殺
し
、
そ
の
倒
る
る
や
万
歳
の
声
を
挙
げ

て
益
々
之
を
窮
進
し
た
り
、
軍
旗
二
本
を
奪
取
せ
り
、
敵
已
に

遠
く
な
り
た
れ
ば
隊
を
集
合
せ
し
に
、
市
川
中
尉
以
下
五
十
人

に
過
ぎ
ず
、
そ
の
他
は
い
か
が
せ
し
と
顧
聘
の
遑
も
な
く
、
右

方
山
上
に
銃
声
大
に
起
り
、
大
隊
長
は
之
に
向
て
急
進
す
べ
き

事
を
命
令
せ
ら
る

依
て
東
折
し
て
楊
樹
の
並
木
辺
に
達
す
る
や
川
嵜
大
尉
・
野
元

少
尉
は
退
却
し
て
並
樹
の
線
に
據
り
、
第
五
中
隊
の
千
秋
中
尉

第
六
中
隊
の
大
西
中
尉
も
同
じ
く
退
却
し
来
り
た
る
事
を
確
め

た
り
、
川
嵜
大
尉
は
何
事
も
語
ら
ず
此
地
に
於
て
防
禦
と
の
み

余
に
伝
へ
た
り

蓋
し
此
隊
は
遠
く
敵
前
に
向
ひ
て
栗
子
園
西
方
高
地
に
至
り
茲

に
大
兵
の
逆
襲
を
受
け
て
退
却
し
来
れ
る
な
り
し
か
、 

我
三
人

の
兵
は
其
首
級
を
取
ら
れ
た
り
と
云

余
の
川
嵜
大
尉
に
會
せ
し
と
き
前
面
の
敵
は
二
三
百
名
以
内
な

り
と
覚
へ
り
、
是
よ
り
東
方
谷
地
に
出
て
た
れ
ば
聯
隊
旗
は
柴
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山
中
尉
の
手
に
よ
り
て
護
衛
さ
れ
あ
り
、
此
軍
旗
の
為
め
に
士

気
百
倍
し
益
々
前
進
し
突
貫
に
突
貫
し
て
四
個
の
山
谷
を
踰
へ

し
が
、
敵
は
我
等
に
抵
抗
す
る
事
な
く
只
退
く
の
み
な
り
、
其

時
の
状
況
は
宛
然
兎
狩
り
に
異
な
ら
ず
、

午
前
九
時
半
頃
に
は
栗
子
園
の
西
方
高
地
に
達
せ
し
が
、
敵
は

最
終
の
抵
抗
線
と
見
へ
防
禦
線
に
就
き
て
我
に
對
し
、
我
も
亦

散
開
し
て
之
に
向
ひ
谷
を
隔
て
て
相
に
ら
め
り
、
川
嵜
大
尉
は

敵
線
を
偵
察
せ
ん
為
最
高
部
の
岩
角
に
攀
ち
、
其
岩
石
の
間
よ

り
頭
を
出
す
や
否
や
、
一
弾
飛
来
り
て
左
肩
よ
り
肺
を
貫
通
し

て
背
中
に
至
る
、
無
言
に
し
て
倒
る
、
曹
長
岡
田
仲
男
傍
ら
に

あ
り
用
意
の
蘇
息
丸
を
呑
ま
し
め
し
も
又
嚥
下
す
る
能
は
ず
、

只
山
岡
中
尉
を
呼
べ
と
云
、
余
は
此
報
を
得
て
到
れ
ば
弾
丸
飛

来
し
て
危
険
多
き
を
以
て
之
を
中
腹
に
下
さ
し
む
、大
尉
曰
く
、

後
と
を
頼
む
と
、
又
言
は
ず
、
余
は
承
知
せ
り
と
答
ふ
、
敵
退

却
せ
し
や
と
問
ふ
、
答
へ
退
却
中
な
り
と
云
ふ
、
急
に
担
架
を

命
じ
繃
帯
せ
し
む
、
気
分
は
確
か
な
り
、
而
し
て
顔
色
青
く
変

じ
て
又
生
色
な
し
、
依
て
奪
取
せ
し
旗
に
て
急
造
担
架
を
作
り

衛
生
隊
に
送
り
、
余
は
大
隊
長
に
報
告
し
、
即
時
中
隊
長
代
理

を
な
す
、
従
卒
後
藤
松
次
郎
を
衛
生
隊
に
送
り
看
護
せ
し
め
し

が
、
午
後
一
時
半
頃
遂
に
逝
け
り

此
最
終
地
は
比
較
的
死
傷
多
く
、其
傷
所
は
頭
部
腹
部
に
多
し
、

乃
ち
知
る
、
我
地
物
の
利
用
適
切
な
ら
ざ
る
点
多
か
り
し
お
、

敵
は
間
も
な
く
退
却
を
続
行
し
た
る
を
以
て
、
余
等
は
追
撃
射

撃
を
命
じ
、
遂
に
梨
子
園
を
占
領
す
、
敵
は
靉
河
を
渡
り
て
九

連
城
方
向
に
敗
退
せ
り
、

此
戦
闘
中
に
三
快
あ
り

　
　
　
　

敗
走
者
を
後
よ
り
一
刀
を
浴
せ
首
空
に
飛
ぶ

　
　
　
　

銃
剣
を
以
て
無
二
無
三
に
突
き
殺
す

　
　
　
　

敵
騎
百
旗
八
本
を
立
て
我
に
向
ふ
、
我
小
隊
一
斉
射

　
　
　
　

撃
を
以
て
馬
十
四
頭
、
人
三
十
名
を
殪
せ
り

野
元
少
尉
の
一
隊
は
敵
を
独
立
家
屋
に
押
込
め
周
囲
を
囲
み
激

戦
中
に
マ
ッ
チ
を
以
て
之
に
放
火
し
悉
く
焼
殺
せ
り
、
聯
隊
は

都
合
克
初
戦
に
勝
利
を
占
め
た
り
、
他
隊
の
人
は
曰
く
、
一
聯

隊
に
て
十
八
営
の
敵
を
撃
退
せ
り
と
、
其
償
と
し
て
戦
死
負
傷

川
崎
大
尉
以
下
百
九
名
あ
り
し
と
云

戦
後
聯
隊
は
靉
河
を
渡
り
梨
子
園
西
方
高
地
に
露
営
す
、
此
の

渡
河
中
に
敵
は
九
連
城
の
高
地
よ
り
発
砲
し
、
夜
十
二
時
に
至

る
ま
で
絶
へ
ざ
り
し

敵
の
本
陣
地
た
る
九
連
城
安
東
縣
は
明
日
之
を
攻
撃
す
、
乃
ち

通
天
溝
方
面
よ
り
我
旅
団
は
向
ふ
筈
な
り

偖
夜
明
け
て
十
月
二
十
六
日
早
朝
よ
り
前
陳
の
目
的
を
以
て
通

天
溝
に
進
み
し
が
、
敵
は
我
聯
隊
の
猛
進
に
や
驚
け
ん
、
遂
に
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戦
は
ず
し
て
退
却
し
、
又
一
兵
を
も
認
め
（
ず
脱
か
）、
九
連

城
附
近
の
兵
力
は
実
に
二
十
五
営
な
り
し
と
云

右
の
終
末
に
て
難
な
く
安
東
縣
に
入
り
舎
営
せ
り
、
砲
十
二
門

（
内
速
射
砲
二
門
あ
り
と
）、
糧
食
等
山
の
如
く
鹵
獲
し
米
の
み

に
て
も
千
五
六
百
石
あ
り
と
云
、
捕
虜
は
七
十
名
な
り
と
、
此

日
行
程
約
六
里

安
東
縣
は
鴨
緑
江
口
の
一
都
会
に
し
て
可
成
に
繁
華
の
地
な

り
、
さ
れ
ど
支
那
兵
の
略
奪
に
遭
ひ
、
又
放
火
せ
し
為
、
戸
数

は
大
に
減
少
せ
り
、
其
表
町
と
で
も
云
ふ
べ
き
所
は
中
々
立
派

な
る
建
築
な
り

一
川
を
隔
て
て
清
韓
の
様
子
を
見
る
と
き
は
、
全
く
正
反
対
に

し
て
韓
国
は
恰
も
乞
食
小
屋
の
如
く
、
清
国
は
士
族
屋
敷
風
、

或
は
西
洋
風
の
建
築
に
し
て
、
貧
富
の
程
度
一
見
甚
だ
奇
な
り

十
月
二
十
七
日
は
安
東
縣
滞
在
と
思
ひ
の
外
、
敵
を
追
撃
す
る

為
、
大
東
溝
に
向
ふ
事
と
な
れ
り
、
其
支
隊
は
大
迫
少
将
の
令

下
に
し
て
歩
兵
第
六
聯
隊
・
砲
兵
一
大
隊
・
騎
兵
大
隊
な
り

早
朝
出
発
せ
し
が
、
僅
か
に
八
里
位
な
り
と
聞
き
し
に
、
実
際

は
十
里
以
上
の
行
程
を
経
過
し
、
日
暮
尚
大
東
溝
に
達
せ
ず
、

火
光
を
認
め
て
や
れ
大
東
溝
、
や
れ
大
東
溝
と
云
ひ
合
せ
て
行

き
し
も
、
中
々
着
せ
ず
、
午
後
七
時
過
に
至
り
天
を
焦
が
す
の

火
光
は
正
に
大
東
溝
な
る
を
知
る
、
一
望
千
里
と
て
も
云
ふ
べ

き
廣
野
な
れ
ば
、
手
に
取
る
如
く
近
き
も
尚
二
里
以
上
を
隔
て

り大
東
溝
に
は
敗
兵
五
百
人
あ
り
、
兵
営
を
焼
き
て
散
乱
す
、
兵

営
の
火
薬
は
一
時
に
爆
烈
（
裂
カ
）
し
銃
声
豆
を
炊
る
、
如
何

に
も
、
劇
戦
な
る
が
如
し
、
然
る
に
、
其
実
第
三
大
隊
（
前
衛
）

は
已
に
同
地
に
進
入
せ
し
な
り
、
而
し
て
残
兵
尚
出
没
す
る
を

以
て
同
地
に
は
前
衛
の
み
入
り
、
其
他
は
村
落
外
に
途
上
縦
隊

の
儘
露
営
せ
り
、
純
粋
立
往
生
に
て 

銃
剣
を
附
け
た
る
儘
夜

を
明
せ
り

幸
い
に
も
敵
の
逃
ぐ
る
も
の
我
隊
に
向
ひ
来
り
、
奇
声
を
放
つ

為
、
銃
剣
の
試
し
突
き
な
ぶ
り
殺
し
等
を
な
す
、
其
最
も
甚
し

き
は
三
人
に
て
頭
髪
を
掴
み
一
二
三
に
て
之
を
引
き
頭
髪
を
抜

き
た
る
後
、
七
ヶ
処
の
突
傷
を
與
へ
し
も
あ
り
し
、
非
文
明
と

は
云
へ
、
敵
も
中
々
頑
強
抵
抗
す
る
を
以
て
、
如
此
の
已
む
を

得
ざ
り
し
一
時
の
観
な
り

第
三
大
隊
方
面
に
て
は
、
割
木
に
て
撲
殺
、
石
瓦
を
以
て
頸
部

を
壓
せ
し
も
の
等
あ
り
し
と
、
余
も
三
人
計
は
首
部
に
致
命
傷

を
與
へ
た
り

此
夜
糒
を
食
ふ
の
み
、
天
明
頃
に
屍
体
火
葬
の
火
に
て
土
人
の

作
り
た
る
包
米
餅
（
も
ろ
こ
し
の
粉
を
以
て
餅
に
な 

せ
し
も

の
）
を
焼
食
ひ
、
頗
る
飢
を
医
せ
り



『征清戦袍餘滴』（二）

147

十
月
二
十
八
日
大
東
溝
市
街
に
入
る
、
安
東
縣
に
は
及
ば
ざ
る

も
中
々
立
派
な
る
市
街
を
な
す
、
本
日
滞
在
、
午
後
雷
雨
あ
り
、

朦
朧
と
し
て
咫
尺
を
弁
ぜ
ざ
る
大
雨
な
り
、
支
那
兵
の
涙
雨
か

十
月
二
十
九
日
滞
在
、
汽
船
二
艘
大
東
溝
沖
に
現
は
る
、
憲
兵

之
を
検
し
て
我
が
軍
た
る
事
を
知
り
、
歩
兵
中
佐
林
忠
夫
之
に

搭
乗
せ
る
兵
站
部
た
り
し
と
云

当
地
に
孔
子
庿
あ
り
、
頗
る
立
派
の
も
の
な
り
、　

日
本
の
寺

院
風
な
り
、
此
廟
に
て
大
砲
弾
三
千
、
火
薬
若
干
を
蔵
し
あ
り
、

辰
次
郎
發
見
せ
し
と
云

滞
在
中
の
徒
然
は
只
食
物
の
み
、
豚
も
あ
れ
ば
砂
糖
も
あ
り
、

少
々
な
れ
ど
野
菜
あ
り
鶏
も
あ
り
、
之
に
て
御
馳
走
の
工
面
に

忙
は
し
、
殊
に
餅
米
を
見
付
け
出
し
、
餅
搗
を
計
畫
せ
り
、
臼

も
な
け
れ
ば
杵
も
な
し
、
如
何
に
し
け
ん
、
漸
く
餅
の
形
の
も

の
を
製
し
て
之
を
食
ふ
味
ひ
頷
の
落
つ
る
を
恐
る

十
月
三
十
日
本
日
も
滞
在
の
積
り
の
所
、
俄
に
安
東
縣
へ
招
致

せ
ら
る
る
事
と
な
れ
り
、
其
故
は
鳳
凰
城
方
面
の
攻
撃
に
参
與

す
る
為
な
り

之
が
為
め
俄
に
結
束
し
て
帰
路
に
就
き
、
十
四
時
間
の
行
軍
に

て
安
東
縣
に
着
せ
り
、
足
棒
の
如
し
、
途
中
軍
参
謀
青
木
砲
兵

大
尉
（
宣
純
）
来
り
、
支
隊
長
へ
鳳
凰
城
は
陥
落
せ
し
に
付
、

大
東
溝
へ
引
き
返
せ
と
の
事
な
り
し
も
止
る
に
宿
舎
な
く
、
又

安
東
縣
へ
は
二
里
の
近
く
に
あ
り
し
を
以
て
引
続
き
安
東
縣
に

到
る
事
と
な
り
し

　

十
月
三
十
一
日
午
前　

於
安
東
縣

　

昨
夕
一
書
を
裁
し
□
戦
郵
便
に
托
し
候
間
、御
一
覧
被
下
度
、

　

辰
次
郎
に
も
面
会
、
虎
山
戦
闘
後
至
て
健
康
に
御
座
候
、

　
　

左
に
見
聞
の
一
二
を
申
上
候

　
　
　
　

父
上
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
蔵

　

鴨
緑
江　
　

虎
山
の
山
麓
を
繞
廻
し
て
安
東
縣
よ
り
海
に
入

る此
川
は
清
韓
の
国
境
を
な
せ
る
大
河
に
し
て
泥
川
に
も
あ
ら

ず
、
石
沙
交
り
の
河
に
し
て
巾
三
百
米
あ
り
、
一
里
以
上
に
亙

り
深
さ
は
三
尋
以
上
に
及
ぶ
も
の
あ
り
て
、
徒
渉
は
絶
念
な
る

の
み
な
ら
ず
、
海
口
よ
り
十
里
位
は
小
蒸
汽
の
遡
江
を
許
す
と

云
ふ
を
以
て
概
略
御
承
知
あ
り
た
れ
、
河
中
に
大
島
あ
り
人
家

之
建
つ
、
其
名
は
中
江
台
と
か
云
へ
り

家
屋　
　

一
般
に
外
観
は
煉
瓦
造
に
し
て
随
分
立
派
に
見
ゆ
る

も
、
屋
内
は
至
て
不
潔
に
し
て
空
気
の
流
通
悪
し
き
が
如
く
、

暗
黒
室
多
し
、
一
種
の
臭
気
あ
り
、
ア
ヘ
ン
か
に
ん
に
く
の
臭

気
な
る
や
と
思
は
る
、
各
家
大
抵
豚
を
養
ひ
食
用
と
な
す
、
不

潔
鼻
を
掩
ふ
に
堪
へ
ず
、
焼
酎
・
う
ど
ん
粉
・
大
豆
等
沢
山
な

り
、
安
東
縣
・
大
東
溝
近
傍
は
主
と
し
て
高
粱
と
包
米
（
も
ろ
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こ
し
の
事
）
と
を
常
食
と
す

安
東
縣
附
近
は
西
北
に
山
を
帯
ひ
、
東
南
に
海
を
控
へ
、
開
港

場
に
は
適
当
な
る
も
、
海
岸
浅
く
大
船
を
入
る
ゝ
に
は
適
せ
ず

と
聞
せ
り
、
又
冬
は
凍
港
と
な
る
と
云
ふ

安
東
縣
よ
り
大
東
溝
に
至
る
道
路
（
海
岸
路
）
は
畑
中
を
通
ず

る
も
の
に
し
て
、
毎
年
一
定
し
た
る
道
筋
に
あ
ら
ず
と
も
川
五

條
あ
り
、
皆
小
な
り
、
然
れ
ど
も
河
底
泥
質
な
る
を
以
て
架
橋

な
し
悉
く
徒
渉
を
要
す
、
沿
道
凡
て
も
ろ
こ
し
畑
な
り
、
村
落

は
二
三
軒
づ
つ
処
々
に
散
在
す
、
其
間
、
十
七
八
町
よ
り
往
々

一
里
以
上
に
及
ぶ
、
此
家
屋
は
上
部
は
も
ろ
こ
し
桿
を
以
て
掩

ひ
、
其
上
に
土
を
塗
る
、
壁
は
泥
を
煉
瓦
の
如
く
固
め
た
る
方

形
の
も
の
を
積
み
重
ね
、
或
る
部
は
其
上
に
泥
土
を
塗
る
、
室

内
の
狭
隘
不
潔
は
言
語
に
絶
す

支
那
人
の
体
格　

は
一
般
に
肥
大
に
し
て
長
六
尺
以
上
の
も
の

多
し
、
悉
く
辮
髪
な
り
、
足
に
は
（
靴
の
図
）
の
如
き
毛
氈
製

の
靴
を
穿
つ
防
寒
用
な
り
と
云
、
婦
女
は
難
を
避
け
て
存
在
す

る
も
の
尠
し
と
云

敵
状
に
就
て　

は
鳳
凰
城
は
立
見
少
将
已
に
之
を
占
領
せ
ら
る

福
島
中
佐
は
第
十
八
聯
隊
の
一
大
隊
半
を
率
ひ
て
五
柳
洞
に
赴

く
、
第
六
聯
隊
は
明
日
よ
り
大
孤
山
に
至
る
大
孤
山
に
は
運
送

船
着
す
と
云

敵
は
最
早
三
十
里
以
内
に
は
存
在
せ
ず
、
支
那
人
は
一
般
に
我

を
歓
迎
す

目
下
の
食
料
は
支
那
米
、
う
ど
ん
粉
、
砂
糖
、
豚
等
な
り

労
働
の
結
果
に
や
、
我
牛
馬
漸
く
倒
る
る
も
の
多
し
、
運
搬
力

に
は
苦
心
な
り
と
云

気
候
は　

已
に
甚
た
寒
く
し
て
雪
空
の
如
し
、
天
明
殊
に
大
寒

の
趣
あ
り
、
逅
送
の
毛
布
来
ら
ず
、
只
マ
ン
ト
（
又
は
外
套
）

と
分
捕
の
羊
皮
に
て
不
潔
な
る
家
屋
内
に
て
日
を
送
り
つ
つ
あ

る
有
様
な
り

水
は
一
般
に
悪
水
な
り
、
遠
方
よ
り
飲
料
水
を
取
る
か
、
又
は

澄
し
た
る
水
に
よ
ら
ざ
る
可
ら
す
、
従
て
下
痢
病
多
し
、
然
れ

ど
も
足
痛
程
は
多
く
あ
ら
す
、
已
に
一
戦
を
な
せ
し
事
と
て
、

各
人
必
要
品
の
携
行
を
種
々
に
工
夫
し
、
過
量
の
食
品
等
を
携

帯
し
て
十
余
里
の
行
進
を
継
続
す
る
現
況
な
り

　
　
　
　

十
一
月
二
日
午
後　

於
大
東
溝

去
る
三
十
一
日
附
を
以
て
安
東
縣
よ
り
二
通
書
状
差
出
候
間
、

鴨
緑
江
戦
闘
の
事
は
御
承
知
被
下
候
事
と
存
候
、
右
一
通
は
一

等
軍
曹
田
中
貫
一
君
の
好
意
上
送
り
申
候
次
第
に
候

漸
々
寒
気
に
向
ひ
候
為
め
、
清
国
は
日
本
兵
の
定
め
て
糧
食
に

困
難
す
る
な
ら
ん
と
の
考
な
る
由
な
る
も
、
日
本
の
運
送
船
に

て
続
々
糧
食
を
揚
陸
せ
し
む
る
事
と
て
、
頗
る
狼
狽
す
と
の
説
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あ
り
、
又
各
国
全
権
公
使
よ
り
は
、
冬
期
に
至
れ
ば
清
国
は
和

を
容
る
ゝ
に
相
違
な
し
、
依
て
今
の
中
に
早
く
廣
く
土
地
を
占

領
し
置
け
と
申
来
り
し
由
に
噂
さ
申
候

追
送
品
は
未
だ
到
着
不
仕
候
、
今
後
靴
一
足
は
是
非
と
も
早
く

御
送
り
被
下
度
候
、
只
今
は
人
々
皆
酒
・
煙
草
に
は
大
窮
に
候
、

大
孤
山
に
至
れ
ば
多
分
便
利
な
ら
ん
と
申
居
候

殿
下
へ
は
宜
敷
執
奏
儀
、
角
田
敬
三
郎
君
へ
申
入
ら
れ
度
、
来

る
三
日
は
行
軍
途
上
遥
拝
の
積
り
に
候

　
　
　
　

父
上
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
蔵

　
　
　

尚
々
十
一
月
三
日
に
は
第
二
軍
旅
順
口
を
攻
撃
す
と
愛

　
　
　

宕
艦
の
喇
叭
手
よ
り
聞
及
候
て
相
楽
み
居
申
候

　
　
　
　
　

十
一
月
十
五
日　
　

大
孤
山
港　

發
信

追
々
寒
気
募
り
申
入
所
御
安
泰
の
御
儀
と
奉
寿
候
、
当
地
よ
り

郵
便
は
迚
角
都
合
悪
敷
大
に
遅
引
相
成
候
、
御
地
よ
り
は
一
郵

便
に
も
接
し
不
申
、
定
め
て
近
日
は
糧
運
多
忙
の
事
と
て
日
間

取
り
可
申
事
か
と
存
候
、
別
紙
に
日
記
相
添
申
候
、
尚
御
地
の

景
況
も
拝
見
仕
度
存
候

　
　
　
　

父
上
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
蔵

十
月
三
十
一
日　

安
東
縣
滞
在

敵
の
九
連
城
及
安
東
縣
に
あ
り
し
も
の
は
、
合
計
四
十
六
営
に

し
て
、
一
営
五
百
人
と
し
て
約
二
万
三
千
人
、
或
は
云
ふ
、
一

営
六
百
二
十
五
人
に
編
成
せ
り
と
、
さ
す
れ
ば
二
万
五
六
千
人

な
り
、
此
内
我
聯
隊
に
向
ひ
し
は
十
八
営
に
し
て
、
彼
是
一
万

人
近
き
も
の
な
り
、
此
敵
は
盛
字
軍
・
毅
字
軍
・
銘
字
軍
に
し

て
、
一
部
は
奉
天
よ
り
一
部
は
旅
順
口
よ
り
来
り
し
も
の
な
り

と
云
、
茲
に
一
笑
話
あ
り
、
平
壤
の
戦
に
日
本
軍
皆
白
ツ
ボ
ン

に
し
て
人
夫
等
は
皆
黒
ヅ
ホ
ン
を
穿
て
り
、
故
に
鴨
緑
江
の
戦

に
は
我
兵
を
認
め
て
人
夫
な
り
と
思
ひ
し
に
、
図
ら
す
も
我
兵

な
り
、偵
察
の
間
違
と
て
大
に
大
敗
を
取
れ
り（
捕
虜
の
言
）と
、

当
時
白
ヅ
ホ
ン
は
皆
汚
れ
て
鼠
色
と
な
り
し
を
以
て
な
り

師
団
司
令
部
附
田
中
軍
曹
（
貫
一
）
よ
り
瓜
漬
・
醤
油
・
味
噌
・

支
那
焼
パ
ン
の
寄
贈
を
受
く
、
尤
も
珍
と
せ
し
は
醤
油
エ
キ
ス

な
り
、
当
地
此
品
物
は
大
牢
の
珍
に
勝
る
事
万
々
な
り

十
一
月
一
日　

軍
司
令
官
の
命
令
に
よ
り
て
又
々
大
東
溝
に
向
ふ
事
と
な
れ

り
、
同
じ
路
の
往
復
、
殊
に
何
の
見
る
べ
き
も
の
な
き
廣
野
の

行
進
は
疲
労
殊
に
甚
し
く
、
七
里
に
し
て
老
爺
庿
附
近
の
無
名

村
に
宿
泊
す
、
患
者
十
一
名
を
安
東
縣
へ
残
せ
り

此
日
よ
り
新
中
隊
長
遠
藤
伸
二
郎
に
中
隊
事
務
を
引
継
け
り

前
日
に
射
殺
せ
し
清
兵
の
死
骸
を
取
片
付
け
る
も
の
な
き
故
を

以
て
、
群
犬
争
て
之
を
食
ふ
の
状
尤
も
惨
な
り
、
其
食
ひ
尽
せ

し
跡
は
頭
・
手
先
・
足
先
及
び
陰
部
と
骨
と
を
存
す
る
の
み
、
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陰
部
を
食
は
ざ
る
は
何
故
ぞ
や
と
人
々
怪
め
り

　
十
一
月
二
日　

行
進
を
起
し
五
里
に
し
て
大
東
溝
に
達
す
、

大
東
溝
は
前
日
随
分
食
ひ
過
し
の
食
物
も
あ
り
し
事
故
、
楽
し

み
て
市
街
に
入
り
し
に
、
図
ら
ん
や
、
市
街
は
全
焼
し
て
豚
の

丸
焼
・
ウ
ド
ン
粉
の
焙
り
立
て
あ
る
の
み
、
失
望
際
り
な
し
、

僅
か
に
町
外
れ
の
陋
屋
に
夜
を
撤
せ
り
、
聞
く
、
前
日
我
軍
の

去
る
や
、
土
人
等
富
家
の
物
品
を
略
奪
し
、
火
を
附
し
て
跡
を

隠
し
た
り
、
同
地
は
水
利
の
悪
き
と
消
火
の
法
方
な
き
為
め
見

す
見
す
全
焼
の
悲
観
に
陥
り
、
我
第
四
中
隊
の
再
び
此
町
に
入

る
や
、
消
防
に
力
を
竭
し
て
町
外
れ
丈
け
を
防
止
せ
り
と

第
二
軍
は
大
連
湾
の
東
十
マ
イ
ル
の
貔
子
窩
と
云
ふ
所
に
上
陸

せ
し
由
、
明
後
四
日
、
五
日
頃
に
は
海
陸
総
攻
撃
に
て
旅
順
口

を
陥
す
と
の
風
評
な
り

安
東
縣
に
民
政
廳
を
置
き
、
外
務
一
等
書
記
官
小
村
寿
太
郎
を

以
て
長
と
し
、
支
那
人
一
切
の
事
を
取
扱
は
し
め
、
憲
兵
及
び

後
備
大
隊
を
置
く
日
本
領
地
と
な
り
し
故
な
り

日
本
酒
一
人
に
付
五
勺
、
紙
巻
煙
草
同
上
に
付
三
本

第
七
、
第
八
中
隊
は
小
野
寺
少
佐
の
指
揮
に
て
大
東
溝
に
残
留

し
、
其
他
は
前
進
す
べ
し

十
一
月
三
日　

天
長
節
な
り
、
午
前
七
時
出
發
準
備
を
以
て
孔

子
庿
（
大
東
溝
の
東
端
）
の
西
の
廣
場
に
整
列
、
君
ケ
代
を
吹

奏
し
、
捧
銃
東
嚮
、
天
皇
陛
下
万
歳
を
三
唱
す
、
終
て
發
進
、

午
後
三
時
范
家
子
に
着
す
、支
那
人
三
名
我
等
を
大
人
と
称
し
、

非
常
に
厚
遇
し
、
水
火
湯
茶
を
供
し
て
万
端
の
周
旋
を
な
す
、

殊
に
支
那
語
を
も
一
二
習
ひ
大
便
利
を
得
た
り

十
一
月
四
日
午
前
七
時
出
發
し
、老
爺
庿
の
東
「
タ
ン
カ
ト
ン
」

（
湛
家
屯
）
に
泊
す
、
行
程
五
里
半
、
宿
舎
狭
陋
を
極
む

十
一
月
五
日
午
前
七
時
出
發
し
大
孤
山
港
に
着
す
、
途
中
大
洋

河
を
渡
る
、
此
河
は
大
孤
山
港
に
接
し
其
流
域
一
般
に
沼
沢
に

し
て
水
田
に
適
す
る
も
土
人
は
全
く
之
を
放
棄
せ
り
、
大
孤
山

あ
り
、
岩
石
山
に
し
て
高
四
百
尺
、
平
野
の
間
に
兀
立
す
、
此

山
を
東
よ
り
北
へ
一
繞
回
し
て
越
ふ
れ
ば
、
日
本
の
古
城
地
の

如
き
一
門
設
け
た
り
、
関
門
な
り
、
之
を
大
孤
山
港
の
入
口
と

す
、
戸
数
五
六
千
あ
り
て
四
角
形
を
な
す
兵
営
あ
り
、
旗
人
あ

り
、

去
る
三
十
日
鴨
緑
江
の
敗
報
達
す
る
や
、
支
那
兵
は
土
人
の
豪

商
の
家
に
入
り
金
銀
を
奪
ひ
家
屋
を
焼
き
、
大
略
奪
を
な
し
て

逃
去
る
、
依
て
殷
富
な
る
部
は
凡
て
烏
有
に
帰
し
て
只
四
壁
立

あ
る
の
み

我
隊
の
当
地
に
来
る
少
し
前
、
歩
兵
中
佐
福
島
安
正
は
歩
兵
第

十
八
聯
隊
第
二
大
隊
を
率
ひ
安
東
縣
よ
り
湯
山
城
龍
王
庿
を
経
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て
此
地
に
来
着
す
、
同
中
佐
は
専
ら
人
民
を
招
撫
し
招
徠
を
力

め
、
又
告
示
を
貼
付
し
て
日
本
軍
は
清
人
の
安
業
を
害
せ
ず
、

之
に
背
け
ば
厳
罰
す
、
本
年
は
地
租
を
免
ず
、
民
政
廳
を
安
東

縣
に
置
く
等
を
告
諭
せ
り
、
是
を
以
て
当
港
の
如
き
は
人
民
椅

頼
し
、
使
役
徴
発
等
に
至
大
の
便
を
得
た
り
、
清
人
は
福
島
大

人
の
命
と
云
へ
は
殆
ど
神
宣
の
如
く
ま
て
に
尊
重
せ
り

十
一
月
六
日　

騎
兵
大
隊
（
二
小
隊
欠
）
及
我
第
六
中
隊
は
第

二
軍
と
連
絡
の
為
、
貔
子
窩
に
向
ひ
出
發
せ
り
土
人
は
続
々
我

軍
を
慕
ひ
帰
来
し
我
の
便
利
益
々
多
し

十
一
月
七
日
大
孤
山
滞
在
に
付
、
午
前
騎
兵
中
尉
遠
藤
孝
太
郎

を
訪
問
し
、
平
壤
以
降
の
戦
況
談
の
交
換
を
な
せ
り
、
午
前
十

時
頃
に
至
り
命
令
あ
り
、
兵
卒
二
分
隊
を
率
ひ
て
旅
団
司
令
部

に
至
れ
と
、
依
て
辞
去
し
、
同
司
令
部
に
至
れ
ば
、
福
島
中
佐

護
衛
と
し
て
当
地
北
方
約
二
里
に
あ
る
「
ダ
ー
ズ
ウ
ィ
ン
」
村

に
至
る
事
、
是
な
り
き
、
此
村
は
図
上
打
頂
と
記
し
あ
り

中
佐
は
二
十
万
分
一
図
を
以
て
余
に
此
村
名
を
示
さ
れ
、
且
つ

支
那
人
一
名
を
嚮
導
と
な
す
事
を
告
げ
ら
れ
た
り
、
其
目
的
は

物
資
徴
発
に
あ
り
、
中
佐
は
此
村
に
至
り
、
村
長
に
米
・
豆
・
粟
・

高
粱
・
も
ろ
こ
し
の
現
在
高
を
問
ひ
、
銀
銭
に
て
之
を
買
ふ
事

を
以
て
し
、
若
し
聴
か
ざ
れ
は
兵
力
を
用
ゆ
る
筈
な
り
、
然
る

に
村
長
は
中
佐
を
徳
と
し
、
粟
三
十
石
・
も
ろ
こ
し
五
十
石
・

大
豆
十
石
・
高
黍
十
石
を
提
供
せ
り

此
掛
合
は
中
佐
自
身
に
之
を
折
衝
し
、
嚮
導
の
支
那
人
も
奔
走

せ
り
、
故
に
余
等
は
何
等
の
用
も
な
か
り
し

村
長
の
聚
集
せ
る
間
に
中
佐
は
昼
食
を
命
ぜ
り
、
清
人
は
ウ
ド

ン
粉
を
麺
包
の
如
く
な
し
た
る
も
の
を
焼
き
、
大
せ
ん
べ
い
程

の
大
さ
に
し
て
卵
子
焼
を
も
持
ち
来
れ
り
、
余
も
此
馳
走
に
預

れ
り
、
其
時
中
佐
は
次
の
談
話
を
な
せ
り

一
、
此
辺
は
古
の
満
州
な
り
、
故
に
人
は
善
良
な
ら
ず
、
恩
を

知
れ
ば
又
威
を
見
る
、
故
に
使
役
し
易
し
、
人
民
は
皆
金

銀
を
喜
ぶ
を
以
て
五
銭
も
や
れ
ば
充
分
に
働
く
な
り
、

二
、
此
地
よ
り
北
に
入
れ
ば
豚
は
沢
山
な
り
、
冬
季
中
肉
類
に

差
支
へ
な
し
、
牛
の
如
き
は
野
放
し
の
事
な
れ
ば
尤
も
良

好
な
り
、

三
、
虎
山
戦
の
事
を
問
は
れ
、
之
に
答
へ
た
り
し
、
旅
順
口
に

は
当
時
新
募
兵
あ
り
、
故
に
我
軍
の
勝
利
疑
ひ
な
し
、
只

清
兵
は
最
初
の
意
気
込
強
し
、
併
し
後
の
力
は
な
し

四
、
清
人
の
考
に
て
は
、
日
本
人
は
此
冬
を
過
し
兼
ね
る
な
ら

ん
、此
冬
に
は
和
を
求
む
る
な
ら
ん
と
云
へ
り
、故
に
我
々

は
是
非
と
も
此
冬
に
力
を
養
ひ
、
来
春
に
至
れ
ば
一
挙
に

北
京
を
取
る
事
を
得
ん
、
敗
又
敗
の
報
は
目
下
清
人
の
膽

を
奪
ひ
つ
つ
あ
り



社会科学  76 号（2006 年３月）

152

五
、
此
案
内
者
は
大
孤
山
港
の
豪
商
に
て
大
な
る
家
三
軒
を
有

せ
し
が
、
二
軒
は
放
火
せ
ら
れ
た
り
、
此
男
の
父
は
秀
才

に
し
て
当
地
の
名
家
な
り
、
此
男
等
を
集
め
て
支
那
人
の

科
を
設
け
目
下
糧
食
の
売
買
を
な
さ
し
む
、
目
下
其
長
に

一
日
三
円
の
給
料
を
與
へ
あ
る
故
に
勉
強
す
、
此
男
に
は

一
日
一
円
五
十
銭
な
り
、
唯
土
人
を
招
撫
し
我
用
を
な
さ

し
む
る
事
は
急
務
と
す
る
所
な
り

六
、
中
佐
は
先
年
騎
馬
旅
行
に
付
、
毛
革
一
枚
を
軍
衣
の
下
に

着
せ
ら
れ
し
が
、
今
日
の
気
候
に
て
は
熱
い
位
な
り
と
見

せ
ら
れ
し
が
、
そ
れ
は
羊
の
腹
毛
に
て
小
さ
き
柔
か
き
白

色
綿
毛
な
り
き

七
、
中
佐
は
大
食
家
な
り
、
大
煎
餅
の
如
き
麺
麭
を
五
個
食
は

れ
た
り
、
余
は
二
枚
に
し
て
充
分
な
り
き
、
中
佐
曰
く
、

此
食
物
は
満
州
蒙
古
の
人
の
常
食
な
り
、
腹
持
ち
極
め
て

可
な
り
と

八
、
中
佐
曰
く
、
朝
鮮
人
は
半
開
化
の
程
度
に
も
達
せ
す
、
彼

の
有
名
な
る
大
院
君
す
ら
日
本
勝
て
ば
日
本
に
属
し
、
支

那
勝
て
ば
支
那
に
属
す
と
云
ひ
し
如
く
、
皆
々
遊
惰
無
学

に
し
て
只
煙
草
を
愛
喫
す
る
の
み
、
清
人
は
見
ら
る
る
如

く
生
活
程
度
も
高
く
煙
草
吹
く
人
の
少
き
を
見
て
も
、
其

働
き
人
の
多
き
を
証
せ
ら
る
る
と

九
、
支
那
婦
人
の
足
は
、
大
な
る
は
五
歳
の
童
子
位
に
て
、
小

な
る
は
全
く
摺
木
の
如
し
、
此
小
な
る
程
美
人
な
り
と
、

故
に
、
美
人
は
歩
行
す
る
能
は
ず
、
珍
ら
し
き
片
輪
者
な

り
（
余
も
此
村
長
の
妻
の
足
を
見
し
が
先
つ
大
猫
の
足
程

に
て
三
十
四
五
才
な
り
と
）

十
、
支
那
は
婦
人
の
為
め
に
必
ず
閨
房
を
設
く
、
茲
に
は
男
子

入
る
を
許
さ
ず
、
余
は
福
島
大
人
の
休
息
所
と
し
て
設
け

ら
れ
た
る
此
室
に
入
り
し
が
、
装
飾
は
日
本
の
表
座
敷
と

云
ふ
も
の
に
当
れ
り

十
一
、
冬
営
の
場
所
は
未
定
な
れ
ど
、
大
孤
山
港
辺
の
気
候
な

れ
ば
東
京
と
大
差
な
し
と
、
其
故
は
山
を
北
に
し
海
を
南

に
す
る
を
以
て
格
別
煖
気
な
れ
ば
な
り

午
後
四
時
に
至
り
、村
民
は
車
四
臺
（
一
臺
に
付
馬
五
頭
曳
き
）

に
て
糧
食
を
運
搬
し
来
れ
り
、
之
を
発
送
し
て
帰
港
し
、
午
後

六
時
半
に
帰
舎
せ
し
が
、
此
時
は
濃
霧
深
く
し
て
一
寸
先
き
も

見
れ
ざ
る
程
な
り
き

十
一
月
八
日　

本
日
鋳
方
砲
兵
大
尉
の
宿
舎
に
浴
場
あ
り
、
依

て
入
浴
を
な
し
、
朝
鮮
以
来
の
垢
を
一
掃
せ
り
、
身
体
二
三
貫

も
減
ぜ
し
か
に
思
は
る
る
程
清
爽
な
り
、
し
か
も
浴
槽
は
膏
に

て
已
に
臭
気
を
帯
び
し
に
も

目
下
室
内
は
秋
の
心
持
な
り
、
何
と
な
れ
は
支
那
家
屋
に
は
床
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下
へ
暖
を
通
ず
る
の
装
置
あ
る
を
以
て
湯
な
り
飯
な
り
焚
け
れ

は
、
其
煙
は
床
下
を
通
じ
床
上
を
熱
す
れ
ば
な
り
、
之
に
反
し

室
外
は
寒
尤
も
甚
し
き
差
あ
り

十
一
月
九
日　

俄
か
に
前
哨
中
隊
と
な
り
、劉
家
屯
へ
出
発
す
、

支
那
兵
の
一
部
は
金
州
城
の
方
向
へ
走
り
、
大
部
方
は
岫
巖
城

へ
向
へ
り
と
聞
け
り
、
劉
家
屯
の
土
人
に
就
て
土
語
二
三
を
学

べ
り
、
モ
ロ
コ
シ
を
餅
状
に
製
し
た
る
を
包
米
パ
オ
ミ
ー
と
呼

ぶ
土
人
の
常
食
な
り
、之
を
求
め
て
大
に
胃
を
喜
ば
し
め
た
り
、

此
土
人
に
雪
靴
一
足
を
買
へ
り

十
一
月
十
日　

大
孤
山
港
へ
帰
る
、
聞
く
所
に
よ
れ
ば
騎
兵
大

隊
は
第
二
軍
と
連
絡
し
、
第
二
軍
は
去
る
六
日
金
州
城
を
攻
陥

し
、八
日
に
は
海
軍
と
合
し
て
大
連
湾
を
攻
撃
す
る
筈
な
り
と
、

又
敵
の
大
将
は
遼
陽
城
に
あ
り
と

午
前
七
時
相
淵
大
尉
は
一
中
隊
を
率
ひ
て
土
城
子
に
赴
く
、
是

は
岫
巖
城
の
敵
に
当
る
為
め
な
り
と

昨
日
劉
家
屯
へ
藤
林
大
尉
来
り
た
り
、
其
談
話
の
要
旨
次
の
如

し一
、
大
孤
山
に
は
兵
站
部
を
置
か
ず
、
故
に
糧
食
は
七
八
日
分

あ
る
の
み
、
明
日
監
督
部
長
は
急
行
し
て
来
る
筈
な
り

二
、
当
地
に
て
は
毎
日
福
島
中
佐
は
徴
發
に
出
ら
る
る
も
、
迚

て
も
我
軍
隊
を
養
ふ
程
の
糧
食
は
備
ら
ず
、
殊
に
米
は
全

く
一
粒
も
な
し
、
師
団
で
は
物
資
沢
山
と
の
見
込
な
ら
ん

も
、
此
の
如
き
有
様
に
て
は
如
何
と
も
な
す
能
は
ず
、
冬

営
の
場
所
も
今
以
て
分
ら
ず

三
、
旅
団
長
よ
り
は
度
々
此
地
は
船
場
で
も
あ
り
、
暖
気
で
あ

れ
ば
冬
営
せ
ん
と
肉
筆
親
展
書
を
師
団
長
へ
意
見
上
申
せ

ら
れ
た
り

四
、
過
日
も
糧
食
を
大
東
溝
兵
站
司
令
官
林
憲
兵
少
佐
よ
り
大

孤
山
へ
廻
し
呉
れ
し
に
付
、
今
日
食
料
に
窮
せ
ざ
る
も
、

監
督
部
長
は
兵
站
部
よ
り
直
接
作
戦
部
隊
へ
糧
秣
を
補
充

す
る
の
権
な
し
と
云
ひ
て
、
師
団
長
は
為
め
に
同
少
佐
を

叱
責
せ
り
、
此
の
如
き
始
末
故
に
此
後
追
送
品
の
如
き
は

何
時
来
る
事
や
ら
さ
っ
ぱ
り
分
ら
ず

十
一
月
十
一
日
よ
り
福
島
中
佐
の
尽
力
に
て
大
孤
山
港
に
市
を

開
く
事
と
せ
り
、
先
つ
将
校
用
の
分
の
み
な
り
、
換
算
は
銀
一

円
に
付
清
銭
千
百
四
十
八
文
の
割
と
し
、
栗
一
個
二
文
、
柿
一

個
八
文
な
り
、
高
價
に
は
相
違
な
き
も
得
ら
る
る
丈
け
は
慥
に

中
佐
の
功
績
な
り

奥
宮
大
尉
来
談
あ
り
、
空
知
丸
に
米
千
石
と
之
に
要
す
る
罐
詰

肉
を
搭
載
し
入
航
せ
り
、
先
づ
四
五
日
は
糧
食
安
全
な
り
、
監

督
部
長
は
未
だ
来
ら
ず
、
冬
営
地
も
今
以
て
分
明
な
ら
ず

本
日
よ
り
練
兵
を
始
め
兵
卒
を
し
て
寒
気
に
慣
れ
し
む
る
事
と
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せ
り

十
一
月
十
二
日　

兼
て
十
月
二
十
四
日
黒
田
甲
子
郎
に
約
束
せ

し
東
京
日
々
新
聞
十
月
十
三
・
十
六
日
分
を
聯
隊
へ
送
り
来
れ

り
、
依
て
一
見
せ
し
に
、
平
壤
及
安
州
の
景
況
の
み
な
り

昨
日
日
本
酒
一
升
を
中
隊
将
校
へ
分
配
せ
ら
る
、
又
前
進
か
戦

闘
か
と
申
し
合
せ
候
、

恤
兵
部
の
品
は
何
に
も
到
着
せ
ず

本
日
午
后
去
る
虎
山
の
戦
に
功
あ
り
し
下
士
十
二
名
兵
卒

五
十
三
名
を
師
団
へ
報
告
せ
り
、
本
日
聞
く
所
に
て
は
、
岫
岩

城
に
は
敵
凡
そ
二
千
人
あ
り
て
、
馬
玉
崑
も
之
に
居
り
、
目
下

負
傷
の
治
療
中
な
り
と
、
依
て
旅
団
長
は
之
を
攻
撃
せ
ん
と
の

意
見
を
師
団
長
に
伺
ひ
中
な
り
、
兵
站
部
は
大
孤
山
に
置
か
る

る
事
と
な
り
、
又
后
送
品
は
安
東
縣
ま
で
来
り
た
り
と

本
日
の
噂
さ
に
て
は
山
路
中
将
は
力
瘤
を
入
れ
ず
し
て
旅
順
口

を
取
り
し
な
ら
ん
と
、

本
日
は
風
寒
く
し
て
雨
雪
な
り
、
氷
は
厚
く
蠅
は
夏
よ
り
も
却

て
多
き
覚
ゆ
、
冬
営
は
此
地
に
於
て
す
る
な
ど
尚
風
説
せ
り

十
一
月
十
三
日　

騎
兵
第
一
中
隊
は
岫
巌
城
に
至
る
道
路
偵
察

の
為
午
前
七
時
出
發
せ
り
、
我
隊
も
今
四
五
日
の
中
に
は
岫
巌

の
敵
を
追
ひ
撃
つ
事
と
な
る
べ
し
、
さ
れ
ど
后
送
品
は
又
々
後

る
べ
し
、
冬
衣
、
夏
袴
や
夏
襦
袢
、
袴
下
の
も
の
に
對
し
て
は

如
何
に
も
同
情
に
耐
え
ず

本
日
次
の
勅
語
を
賜
り
た
り
、
第
一
軍
司
令
官
山
県
伯
爵
よ
り

通
達
あ
り

　
　

汝
等
の
忠
勇
な
る
善
く
百
難
を
排
し
て
進
み
、
敵
を
朝
鮮

　
　

国
境
外
に
撃
退
し
、
遂
に
敵
国
に
入
り
要
衝
の
地
を
占
領

　
　

す

　
　

朕
深
く
之
を
嘉
尚
す
、
時
方
に
冱
寒
に
向
ふ
、
汝
等
夫
れ

　
　

各
自
愛
し
て
将
来
の
成
事
を
期
せ
よ

中
尉
鶴
岡
信
一
は
義
州
兵
站
病
院
に
て
赤
痢
病
に
よ
り
死
亡

十
一
月
十
四
日　

今
朝
ま
で
に
米
七
千
石
を
陸
揚
せ
り
、
さ
れ

ど
副
食
物
な
し
、
米
だ
け　

は
先
づ
支
隊
の
五
ヶ
月
分
を
支
ふ

べ
し
、
尚
続
々
運
送
船
は
来
る
筈
な
り
と

本
日
聞
く
所
に
よ
れ
ば
、
敵
の
岫
巖
城
に
あ
る
も
の
は
城
を
焼

き
て
走
る
と
、又
騎
兵
大
隊
及
我
第
五
中
隊
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

敵
の
騎
兵
二
十
・
歩
兵
三
十
計
り
（
地
名
不
詳
）
に
於
て
我
に

向
ひ
射
撃
す
、
第
五
中
隊
の
一
小
隊
は
之
を
破
り
て
前
進
す
、

此
の
如
き
形
况
に
よ
り
第
三
大
隊
は
明
日
急
行
し
て
岫
巖
城
に

向
ひ
、
事
に
よ
れ
ば
旅
団
も
赴
く
筈
に
て
、
後
の
報
告
を
待
つ

の
み
な
り

第
二
中
隊
の
一
小
隊
は
李
家
山
へ
分
遣
せ
ら
る

本
日
梨
を
旅
団
よ
り
分
配
せ
ら
れ
た
り
、
其
時
に
は
第
一
大
隊
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は
多
分
当
地
に
冬
営
す
る
な
ら
ん
と
風
説
せ
り

十
一
月
十
五
日　

第
三
大
隊
は
出
發
す
、
当
大
隊
も
明
日
出
發

の
筈
な
り
、
多
分
敵
は
退
去
せ
し
な
ら
ん
と
の
事
な
り
、
四
五

日
後
に
は
大
孤
山
へ
帰
り
、
冬
営
か
と
申
候

　
　
　
　

十
二
月
五
日
午
前
十
時　

岫
巖
城
發

十
一
月
十
五
日
午
後
に
至
り
命
令
あ
り
、
歩
兵
第
六
聯
隊
の
第

一
大
隊
・
第
十
八
聯
隊
の
第
二
大
隊
・
砲
兵
第
五
中
隊
は
明
日

出
發
し
て
岫
巖
の
敵
に
向
ふ
べ
し
、
第
六
聯
隊
第
三
大
隊
・
騎

兵
第
三
大
隊
の
第
一
中
隊
と
第
六
聯
隊
第
五
中
隊
は
已
に
先
發

し
あ
り
、
敵
は
二
千
位
な
り
と
云
、
鳳
凰
城
に
あ
る
歩
兵
第

二
十
二
聯
隊
の
一
大
隊
は
同
地
よ
り
岫
巖
に
向
ふ
筈
な
り
、
依

て
軍
事
郵
便
一
通
を
川
住
旅
団
書
記
に
託
し
て
發
送
せ
り

十
一
月
十
六
日
午
前
七
時
出
發
、
揚
家
炉
に
向
ひ
前
進
す
、
敵

は
岫
巖
城
南
凡
そ
一
里
半
位
の
所
に
堡
塁
二
ヶ
所
を
設
け
た
り

と
、
鳳
凰
城
の
支
隊
は
去
る
十
四
日
に
進
み
、
我
騎
兵
と
連
絡

す
（
後
に
聞
け
ば
此
連
絡
騎
兵
は
遂
に
第
二
十
二
聯
隊
に
還
ら

ざ
り
し
と
）

土
城
よ
り
以
北
は
道
路
と
名
付
く
べ
き
な
く
、
唯
水
路
ら
し
き

谷
間
を
迂
回
し
つ
つ
進
め
り
、
天
気
晴
朗
な
れ
ど
も
風
寒
く
汗

全
く
出
で
ず
し
て
小
尿
頻
り
に
便
す
、
川
は
至
る
所
氷
あ
り
て

其
上
を
通
す
べ
し
、
露
営
は
最
早
出
来
ず
、
貧
屋
に
雑
居
し
て

宿
営
せ
り
、
行
程
七
里

此
日
三
等
軍
医
柴
田
鑛
太
郎
腸
質
扶
斯
に
て
死
亡
す

十
一
月
十
七
日
も
天
気
晴
朗
に
し
て
風
な
し
、
岡
本
少
佐
の
談

に
、
九
連
城
安
東
縣
附
近
に
は
大
砲
総
計
八
十
五
門
を
分
捕
せ

り
（
蠣
嵜
参
謀
の
話
）

午
前
十
時
騎
兵
の
報
告
あ
り
、昨
十
六
日
午
後
三
時
三
十
分
發
、

第
五
中
隊
の
報
告
に
、
該
中
隊
は
桂
花
嶺
を
占
領
す
と
、
第
三

大
隊
の
報
告
に
同
大
隊
は
土
門
子
嶺
を
占
領
す
と
、
土
門
子
嶺

の
敵
は
二
百
と
云
ひ
四
百
と
云
ひ
、
ま
た
五
十
と
も
云
ひ
、
一

定
な
ら
ず
、
斥
候
の
報
に
敵
兵
約
四
百
人
紅
家
堡
子
の
川
を
徒

渉
し
、
我
に
向
ひ
前
進
し
来
る
と

蠣
嵜
参
謀
の
話
に
馬
玉
崑
は
元
来
旅
順
口
の
砲
台
長
な
り
し

が
、
鴨
緑
江
に
破
れ
岫
巖
に
て
療
養
中
な
り
、
此
敵
は
我
軍
を

見
て
幾
回
か
退
却
せ
し
が
、
今
は
二
千
人
位
は
集
り
居
る
な
ら

ん
、鴨
緑
江
の
戦
闘
に
て
敵
の
死
傷
は
四
五
百
の
間
に
あ
ら
ん
、

但
靉
河
を
渡
り
退
却
す
る
と
き
の
死
傷
者
は
多
大
な
る
も
、
積

算
す
る
能
は
ず
、我
軍
の
持
来
る
砲
は
十
五
珊
攻
城
砲
二
十
門
、

臼
砲
十
門
な
り
云
々

午
前
十
時
二
十
分
に
第
三
大
隊
の
午
前
八
時
十
分
發
報
告
あ

り
、
土
門
子
嶺
の
敵
は
退
却
せ
り
、
第
三
大
隊
は
行
進
を
続
行

す
と
、
此
時
銃
砲
声
甚
だ
盛
な
り
、
是
れ
第
二
十
二
聯
隊
の
大
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洋
河
を
わ
た
る
も
の
な
ら
ん

我
間
諜
の
報
に
岫
巖
は
焼
け
ず
、
僅
に
一
二
軒
の
火
災
に
罹
り

し
の
み
、
敵
将
は
李
・
揚
・
馬
な
ど
な
り
、
鋭
字
軍
な
り
、
商

家
は
門
を
閉
ぢ
、
民
家
は
清
兵
の
舎
営
と
な
り
居
る
と
云
ふ

我
第
一
大
隊
は
捷
路
を
取
り
缸
家
堡
子
に
至
れ
ば
岫
巖
南
方
高

地
に
敵
は
依
然
赤
白
の
旗
を
立
て
御
祭
り
的
に
射
撃
を
な
す
、

我
第
九
中
隊
よ
り
敵
は
前
面
の
高
地
に
あ
り
て
約
四
五
百
名
を

増
加
し
来
り
つ
ゝ
あ
り
と
の
報
あ
り
、
我
大
隊　
（
第
三
・
第

四
中
隊
）
は
之
に
応
援
す
る
為
急
�
を
な
し
、
屏
風
を
立
て
た

る
如
き
高
地
の
頂
点
に
攀
上
れ
り
、
敵
は
恰
も
谷
底
に
あ
る
が

如
く
、我
を
距
る
事
千
七
八
百
米
も
あ
り
て
射
撃
の
功
力
な
し
、

偖
聯
隊
は
次
の
配
備
を
取
り
て
日
没
に
至
れ
り

　
（
戦
闘
配
置
図
あ
り
）

此
日
は
此
儘
に
て
戦
闘
を
止
め
、
敵
味
方
共
前
哨
を
張
り
て
互

に
對
峙
せ
り
、
我
第
一
大
隊
は
何
れ
も
山
腹
に
露
営
し
、
余
は

小
哨
長
と
な
り
て
高
山
の
巓
に
あ
り
、
夜
は
深
々
と
し
て
所
々

燎
火
の
点
々
た
る
を
見
る
の
み
、
其
燎
火
は
悉
く
皆
敵
の
所
在

を
示
す
も
の
な
り
、
味
方
は
闇
と
し
て
、
何
れ
に
あ
り
や
更
に

不
分
明

午
後
十
時
頃
よ
り
敵
は
退
却
を
始
め
た
る
が
如
く
、
我
斥
候
と

衝
突
す
れ
ば
射
撃
し
つ
つ
、
岫
巖
方
面
に
退
く
か
如
し
、
月
出

る
頃
に
は
一
兵
も
残
ら
ず
退
却
し
て
岫
巖
に
向
ひ
し
も
の
の
ご

と
く
、岫
巖
の
南
な
る
大
洋
河
ま
で
は
ま
た
何
の
障
り
も
な
く
、

斥
候
は
往
復
す
る
に
至
れ
り

聞
く
所
に
よ
れ
ば
歩
兵
第
二
十
二
聯
隊
は
鳳
凰
城
よ
り
岫
巖
の

北
に
出
て
本
日
戦
闘
せ
し
が
、
其
大
洋
河
を
渡
る
と
き
激
し
く

敵
砲
の
為
め
に
損
害
を
受
け
、
漸
く
岫
巖
城
に
近
き
て
天
明
を

待
ち
つ
つ
あ
り
と

十
八
日
午
前
未
明
よ
り
敵
を
攻
撃
す
る
目
的
を
以
て
午
前
四
時

騎
兵
は
前
進
せ
し
が
、
此
騎
兵
の
進
む
や
、
敵
は
已
に
岫
巖
を

退
去
し
、
西
北
の
山
を
越
へ
て
退
却
せ
り
、
格
子
山
と
か
云
ふ

山
な
り
と
、
我
中
隊
は
岫
巖
南
方
の
河
に
沿
ひ
下
り
つ
つ
、
岫

巖
街
道
に
出
で
ん
と
せ
し
途
中
、
格
子
山
に
多
数
の
敵
の
大
行

李
ら
し
き
も
の
乃
ち
車
輛
等
は
集
団
し
あ
り
、
一
部
は
西
北
に

行
進
し
つ
つ
あ
る
を
目
撃
す
、
依
て
行
軍
途
中
斥
候
を
其
方
面

に
出
し
、
中
隊
長
遠
藤
大
尉
に
告
げ
、
其
方
向
に
小
隊
を
向
け

し
が
、
冒
険
な
り
と
て
引
返
す
べ
き
命
令
あ
り
、
空
し
く
一
弾

を
も
退
却
兵
に
加
ふ
る
事
能
は
ざ
り
し
、後
日
此
事
を
大
隊
長
・

聯
隊
長
・
旅
団
長
に
話
せ
し
と
き
、
そ
れ
は
残
念
な
り
し
、
其

当
時
此
報
告
を
聞
か
ざ
り
し
を
以
て
、
何
の
処
置
を
な
す
遑
も

あ
ら
ざ
り
き
と
て
、
其
地
点
等
巡
視
の
節
、
余
に
嚮
導
を
命
ぜ

ら
れ
説
明
す
べ
く
命
ぜ
ら
れ
た
り
き
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此
戦
に
鹵
獲
は
大
砲
四
門
後
二
門
あ
り
し
と
、
其
他
麦
豆
黍
等

の
食
品
は
山
の
如
し
、
但
し
米
は
九
石
の
み
と
云
ふ
、
我
死
傷

は
第
二
十
二
聯
隊
に
一
名
軽
傷
あ
り
し
の
み
と
聞
け
り

聯
隊
は
此
地
に
滞
在
す
る
事
と
な
り
（
第
一
第
三
大
隊
及
騎
兵

一
中
隊
に
し
て
塚
本
大
佐
の
指
揮
を
以
て
守
備
）
冬
季
を
此
地

に
て
過
す
と
の
事
な
り
、
依
て
我
々
は
大
孤
山
に
て
冬
営
す
る

積
り
に
て
食
品
等
を
残
置
せ
し
故
、
給
養
軍
曹
を
大
孤
山
に
遣

は
し
取
寄
す
事
と
し
、第
二
大
隊
と
第
十
八
聯
隊
の
第
二
大
隊
・

砲
兵
大
隊
・
騎
兵
一
中
隊
は
大
孤
山
に
第
二
十
二
聯
隊
（
三
原

中
佐
）
は
鳳
凰
城
へ
還
る
事
と
な
る

本
日
は
岫
巖
城
に
入
り
舎
営
す
、
中
隊
長
遠
藤
大
尉
は
物
資
取

調
委
員
を
命
ぜ
ら
る
、
是
は
第
二
十
二
聯
隊
齊
川
大
尉
の
調
へ

た
る
物
資
を
取
纏
め
る
事
な
り
と
云
ふ

　
　

十
九
日　
　

　
　
　
　
　
（「
一
緒
に
し
形
を
取
り
纏
め
る
」
と
注
記
あ
り
）

午
後
一
時
よ
り
旅
団
長
・
聯
隊
長
・
大
隊
長
・
橋
本
大
尉
・
村
山

大
尉
及
余
は
前
方
に
出
て
警
備
線
を
巡
回
し
、
戦
術
上
の
研
究
を

な
し
た
り
（
此
時
余
は
中
隊
長
の
代
理
な
り
）

旅
団
長
の
話
に
馬
玉
琨
は
当
地
に
て
療
養
せ
し
事
は
事
実
な
り
、

是
は
虎
山
の
戦
に
馬
は
九
連
城
よ
り
虎
山
の
應
接
に
至
る
と
き
右

頬
よ
り
左
頬
へ
打
貫
か
れ
た
れ
ば
な
り
、
馬
の
母
は
之
を
心
配
し

弟
を
此
地
に
送
り
し
に
、
此
弟
見
舞
に
来
り
て
戦
死
せ
り

聶
は
牙
山
に
敗
れ
平
壤
に
敗
れ
、
又
虎
山
に
敗
れ
し
が
、
此
度
も

又
敗
走
せ
り
、
此
時
聶
と
馬
と
は
戦
は
ず
し
て
退
却
せ
ん
と
云
ひ

し
を
揚
は
初
戦
と
て
聞
か
ず
、
此
揚
が
し
ん
が
り
を
な
し
て
退
却

せ
り
と
云
、
揚
の
曰
く
、
諸
大
人
は
皆
退
走
に
巧
み
な
る
人
な
り

と
、
い
か
に
も
揚
も
亦
退
却
に
巧
み
な
る
人
な
り
、
可
笑

　
　

二
十
日　

此
日
旅
団
長
以
下
大
孤
山
へ
還
る

当
地
に
は
士
族
多
し
、
此
士
族
は
皆
兵
な
り
、
故
に
人
民
多
く
去

り
て
居
ら
ず
、
貧
人
等
来
り
て
土
人
の
物
を
盗
む
、
亦
大
行
李
の

人
夫
等
は
兵
と
と
も
に
掠
奪
し
金
銀
類
を
取
り
去
り
し
も
の
多

し
、
目
下
取
調
べ
中
な
り
、
衣
類
の
如
き
は
尤
も
多
し

食
品
は
取
調
べ
た
り
、
此
食
品
と
は
大
豆
・
塩
・
小
豆
・
菜
漬
、

油
・
醤
油
等
な
り
、
亦
薪
は
十
分
あ
り
、
た
だ
米
不
足
な
る
故
小

豆
三
合
米
三
合
に
て
一
日
一
人
の
食
料
な
り
、
其
一
合
の
米
も
僅

に
六
七
勺
位
に
過
ぎ
ず
、
米
の
な
き
に
小
豆
と
混
す
る
を
以
て
全

く
小
豆
食
に
て
生
活
の
姿
な
り
、
来
る
二
十
七
日
な
ら
で
は
大
孤

山
よ
り
米
は
来
ら
ず
、
粟
の
粥
小
豆
の
粥
等
生
れ
て
初
め
て
の
食

物
に
て
猪
豚
鶏
ア
ヒ
ル
菜
葱
等
は
沢
山
な
り

此
日
慶
豊
衣
局
と
て
王
元
明
と
云
ふ
質
屋
あ
り
、
此
質
屋
に
は
金

銀
山
の
如
く
衣
類
四
五
の
庫
に
満
つ
、
支
那
兵
、
我
兵
、
人
夫
等
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の
乱
入
に
遭
ひ
し
後
な
れ
と
も
尚
沢
山
な
り
、
余
は
此
家
を
聞
き

取
締
を
な
し
た
れ
ば
、
此
主
人
大
に
喜
び
、
毛
皮
（
上
等
狐
の
裘

と
鼠
の
毛
の
裘
）
と
を
僅
に
二
円
銀
に
て
売
り
呉
れ
た
り
、
此
毛

皮
は
敷
布
、
シ
ヤ
ツ
、
袴
下
と
な
せ
り
、
日
本
に
て
は
二
十
円
位

の
品
物

　
　

二
十
一
日

此
日
羊
一
頭
を
一
円
に
て
買
ふ
、其
地
珍
事
な
し
、支
那
煙
草
（
ア

ヘ
ン
に
は
あ
ら
ず
、日
本
の
如
く
に
て
味
尤
も
か
ら
し
）
砂
糖
（
下

白
、
又
は
紅
、
又
は
黒
）
シ
ョ
ウ
チ
ュ
ウ
酒
、
黄
酒
（
日
本
の
ぶ

ど
う
の
如
く
少
し
く
甘
し
）
み
か
ん
の
砂
糖
漬
、
梨
子
、
氷
砂
糖
、

人
参
の
味
噌
漬
、
味
噌
、
醤
油
等
を
集
め
貯
ふ
、
岫
巖
城
は
二
丁

四
方
位
に
て
周
囲
は
レ
ン
ガ
に
て
高
く
積
み
た
る
土
塀
な
り
、
ほ

り
な
し
、〔
支
那
の
城
図
、
四
方
皆
同
じ
、
二
丈
位
な
り
時
に
は

三
丈
位
〕（
城
門
の
図
あ
り
）
東
門
を
旭
昌
門
、
南
門
を
阜
昌
門

と
云
、
西
と
北
は
門
な
し
、
人
家
は
多
く
石
又
は
煉
瓦
造
り
に
て
、

本
道
の
如
き
は
尤
も
壮
麗
に
し
て
戸
数
三
千
位
も
あ
り
、
城
の
東

南
に
連
接
す
、
城
と
云
へ
ば
城
、
大
家
と
云
へ
ば
大
家
な
り
、
さ

れ
ど
城
内
に
は
中
々
立
派
の
建
物
多
し
、
後
便
悉
し
く
述
べ
ん

序
に
云
ふ
、
城
の
門
は
皆
と
ん
ね
る
の
如
き
作
り
方
な
り
、
而
し

て
皆
正
方
形
な
り

岫
巖
よ
り
大
孤
山
に
至
る
町
外
れ
に
文
昌
門
あ
り
、
観
音
堂
の
如

し
、
其
近
傍
に
寺
又
は
廟
と
云
ふ
が
如
き
も
の
あ
り
、
此
門
の
内

外
は
斬
罪
者
を
ご
く
も
ん
す
る
所
な
り
、
我
兵
の
入
り
し
と
き
二

人
の
首
ご
く
も
ん
に
し
て
あ
り
し
、
一
は
切
り
立
て
、
一
は
二
三

日
を
経
し
も
の

此
城
に
は
処
々
に
告
示
あ
り
（
告
示
と
は
日
本
の
達
し
の
如
き
も

の
な
り
、張
札
な
り
）之
に
は
日
本
軍
の
為
め
に
敗
ら
れ
残
念
云
々

の
言
あ
り
、
又
搶
掠
す
る
も
の
は
斬
る
、
敵
に
内
通
す
る
も
の
は

斬
る
、
婦
女
を
姦
淫
す
る
も
の
は
斬
る
等
の
告
示
も
あ
り
、
告
示

は
凡
て
人
の
集
る
場
所
に
何
処
と
な
く
張
り
て
掲
示
す
、
日
本
兵

の
事
を
倭
兵
と
云
（
日
イ
ー
、
本
ベ
ン
、
兵
ヒ
ョ
ン
）
と
も
云
）、

日
本
兵
入
り
来
り
て
又
告
示
を
な
し
専
ら
安
民
の
事
を
述
ぶ
、
人

民
等
皆
来
り
集
り
之
を
大
声
に
て
読
み
（
必
ず
声
を
出
す
）
我
等

を
見
れ
ば
皆
敬
礼
す

　
　

二
十
二
日

昨
夜
雨
降
る
風
あ
り
、
寒
き
事
甚
だ
し
、
雨
は
皆
雪
の
小
な
る

が
如
き
も
の
な
り
、
此
地
雪
少
く
風
寒
し
と
、
此
日
の
如
き
は

二
、三
十
分
に
て
捨
て
し
水
は
皆
氷
り
、
水
瓶
の
水
も
氷
る
（
家

内
の
水
瓶
）

質
屋
の
王
子
香（
五
十
才
）逢
太
年（
四
十
六
）揚
徳
宏（
五
十
二
）

は
王
元
明
の
代
理
と
し
て
、
先
日
の
取
締
の
礼
と
し
て
乃
ち
保
護

の
礼
と
し
て
ぶ
た
一
頭
を
送
れ
り
、
依
て
料
理
を
依
頼
せ
し
に
料
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理
人
来
り
て
料
理
し
呉
れ
た
り
、
支
那
人
の
料
理
は
重
に
塩
に
て

な
す
、
醤
油
は
用
ひ
ざ
る
事
多
し
、
故
に
少
し
甘
し
、
我
々
の
か

ら
口
に
は
醤
油
を
つ
け
て
食
べ
り
、
味
尤
も
良
巧
に
し
て
、
上
等

の
西
洋
料
理
の
如
し
、
矢
張
り
コ
シ
ョ
ウ
・
ク
ル
ミ
ノ
油
・
ゴ
マ

ノ
油
・
シ
イ
タ
ケ
・
サ
ン
シ
ョ
ウ
、
等
を
用
ひ
、
又
菜
、
葱
、
鶏

卵
を
交
ゆ
中
々
の
上
等
な
り

揚
徳
宏
は
此
質
屋
の
番
頭
に
て
絹
布
を
着
る
、
余
と
心
易
く
何
品

に
て
も
求
め
呉
る
る
は
都
合
な
り

　
　

二
十
三
日

此
日
前
日
の
料
理
人
来
り
た
れ
ど
、
前
哨
に
相
当
し
た
れ
ば
明
日

来
れ
と
云
ひ
て
帰
せ
り
、
午
後
前
哨
と
し
て
格
子
山
の
方
向
、
蓋

平
城
の
方
向
、鳳
凰
城
の
方
向
へ
諸
兵
を
出
し
て
歩
哨
を
張
れ
り
、

余
は
中
隊
長
代
理
た
り
、
土
人
に
就
て
我
が
携
ふ
る
ロ
バ
と
鶏
・

あ
ひ
る
二
十
羽
と
交
易
せ
り
、
唯
今
は
各
中
隊
大
抵
七
八
頭
の
ロ

バ
を
携
へ
、
之
に
物
を
載
せ
て
行
軍
す
る
な
り
、
此
の
日
稍
暖
か

な
り

　
　

二
十
四
日

午
後
前
哨
よ
り
帰
来
し
た
り
、
第
二
中
隊
は
本
日
大
孤
山
よ
り
着

す
、
大
孤
山
へ
置
き
し
物
品
も
皆
着
す
、
十
月
二
十
八
日
出
の
宇

野
大
尉
よ
り
の
書
面
拝
見
、父
上
様
始
め
皆
健
全
な
る
事
を
知
る
、

郵
便
（
二
銭
切
手
の
普
通
の
郵
便
物
）
は
先
つ
二
週
間
よ
り
三
週

間
に
て
何
時
に
て
も
着
す
、
新
聞
に
て
も
同
じ
、
十
月
二
十
八
日

の
新
愛
知
に
て
虎
山
の
戦
の
事
を
知
る
、
矢
張
り
電
報
に
て
早
い

な
り
、
併
し
此
戦
は
第
六
聯
隊
一
手
に
て
聯
隊
も
第
一
大
隊
一
手

と
云
ふ
べ
し
、
故
に
士
官
の
負
傷
は
皆
第
一
大
隊
の
み
な
り
、
支

那
兵
は
曰
く
、
日
本
兵
は
高
地
に
上
り
下
を
向
き
射
撃
す
る
を
好

む
と
、
川
崎
大
尉
の
如
き
矢
張
り
最
高
地
に
て
頭
を
出
し
て
敵
状

を
見
ん
と
せ
し
と
き
に
打
た
れ
た
り
、
用
心
す
る
事
な
り
、
宇
野

大
尉
の
文
中
に
二
十
五
日
に
巾
下
一
本
松
の
近
傍
に
火
事
あ
り
し

と
、
前
田
珍
男
子
君
は
如
何
に
や

　
　

二
十
五
日

支
那
人
の
揚
徳
宏
又
来
り
倉
に
封
印
し
呉
れ
と
云
（
支
那
人
は
印

な
け
れ
ば
用
を
な
さ
ず
）
依
て
之
を
な
し
た
り
、
其
礼
と
し
て
ぶ

た
二
頭
を
送
り
来
る
、
大
寒
中
の
食
用
と
し
て
養
ひ
置
く
事
と
せ

り
、

本
日
は
日
本
よ
り
郵
便
な
き
や
追
送
品
は
手
元
に
来
ら
ず
や
、
酒

保
は
来
ら
ず
や
と
日
夜
待
つ
の
み
、
若
し
閑
暇
あ
ら
ば
何
人
に
て

も
二
銭
奮
発
に
て
近
頃
の
様
子
を
聞
き
度
、
今
日
以
後
は
来
年
の

三
月
末
ま
で
は
左
の
如
く
表
書
せ
ら
る
れ
ば
通
ず

　
　

清
国
盛
京
省
岫
巖
城
に
於
て
第
三
師
団
歩
兵
第
五
旅
団
第
六

　
　

聯
隊
第
三
中
隊
何
の
誰　

と
記
せ
ら
れ
ば
通
ず
る
な
り
、日
本
内
地
の
郵
便
も
異
る
事
な
し
、
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飯
田
・
岡
本
二
君
へ
も
新
聞
の
景
況
抜
載
を
希
望
す
、
天
寒
く
地

遠
く
戦
争
は
本
年
本
冬
に
は
出
来
ず
、
冬
籠
り
百
日
間
食
ひ
て
寝

ね
寝
て
は
又
食
ふ
、
此
食
物
に
も
乏
し
く
又
寝
む
た
く
も
な
し
、

故
郷
を
思
ふ
の
情
誰
し
も
今
日
よ
り
甚
だ
し
き
は
な
か
る
べ
し
、

諸
人
皆
同
感
な
ら
ん

追
送
を
願
ふ
も
の
は
き
ざ
み
煙
草
、
又
は
巻
煙
草
数
百
本
と
か
ん

づ
め
、
か
つ
ぶ
し
の
如
き
飲
食
品
の
み
、
外
に
し
ん
か
き
三
本
計

り
、
他
に
望
み
な
し
、
本
日
よ
り
入
浴
場
を
設
く

　
　

二
十
六
日

午
前
演
習
を
な
す
、
午
後
大
隊
長
と
と
も
に
揚
徳
宏
の
宅
に
至

る
、
衣
類
其
他
若
干
点
を
買
ふ
、
旅
順
口
に
向
ひ
し
第
二
軍
は
去

る
二
十
一
日
の
朝
未
明
よ
り
二
十
二
日
午
前
に
亙
り
攻
撃
し
、
遂

に
之
を
占
領
す
、
我
軍
死
傷
二
百
余
人
加
農
の
大
な
る
砲
等
其
他

食
品
を
奪
ひ
た
り
と
、

倉
田
新
七
中
尉
は
将
校
斥
候
と
し
て
海
城
縣
に
行
き
し
が
、
其
報

告
に
敵
の
蓋
平
縣
に
あ
る
も
の
二
百
人
計
り
、
析
木
城
に
は
二
千

人
計
り
あ
り
と
、
中
尉
は
此
日
に
帰
る
（
二
日
間
な
り
し
）

大
隊
よ
り
あ
ひ
る
四
羽
来
る
、
時
に
取
り
て
の
好
物

　
　

二
十
七
日

本
日
雨
天
珍
ら
し
、
後
に
聞
け
ば
大
孤
山
の
方
は
大
風
雨
な
り
し

と
、

午
後
入
浴
せ
り
、
入
浴
に
就
て
一
奇
談
あ
り
、
風
呂
桶
な
し
、
故

に
茶
風
呂
ま
た
は
瓶
（
か
め
）
を
用
ふ
、
或
処
に
は
棺
桶
の
新
し

き
も
の
に
湯
を
入
れ
て
入
浴
す
、
清
国
の
風
と
し
て
棺
箱
は
（
図

あ
り
）
の
如
く
細
長
き
木
箱
に
し
て
、
死
者
あ
れ
ば
一
年
乃
至
三

年
は
其
儘
に
入
れ
て
墓
地
に
置
き
、
三
年
の
後
に
蓋
を
明
け
、
死

者
の
腐
れ
た
り
肉
を
ほ
じ
り
取
り
、
骨
を
再
び
棺
に
納
め
て
始
め

て
土
を
盛
る
例
と
せ
り
、
此
棺
を
桶
と
心
得
死
人
を
見
て
驚
き
し

も
の
あ
り
、
呵
々

市
川
中
尉
は
将
校
斥
候
の
命
を
受
く
、明
日
よ
り
四
日
間
蓋
平
縣
・

析
木
城
へ
出
發
す
る
筈
な
り
、
倉
田
中
尉
も
同
じ
く
皆
騎
兵
斥
候

を
護
衛
す
る
に
あ
り
、

本
日
も
云
ひ
し
事
な
る
が
、
軍
事
郵
便
の
無
賃
よ
り
は
二
銭
切
手

貼
用
の
郵
便
が
却
て
早
く
到
着
す
、
隊
よ
り
出
す
手
紙
は
後
れ
た

り
、
又
紛
失
な
ど
す
る

本
日
よ
り
一
日
米
五
合
、
小
豆
一
合
づ
ゝ
な
り
、
先
づ
日
本
米
に

有
つ
き
升
た

　
　

二
十
八
日

午
後
当
地
火
災
あ
り
、
聯
隊
総
出
に
て
打
消
せ
り
、
冬
営
中
の
火

事
は
真
平
御
免
を
蒙
る

朝
鮮
及
此
地
と
も
ポ
ン
プ
な
し
、
又
水
に
乏
し
、
故
に
家
を
た
た

き
こ
わ
し
て
消
す
な
り
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我
間
諜
の
報
に
よ
れ
は
、
敵
は
析
木
城
に
千
人
、
海
州
城
に
七
百

人
、
遼
陽
城
に
十
二
営
（
六
千
人
）
あ
り
、
馬
氏
は
析
木
城
に
あ

り
、
聶
と
豊
と
は
海
州
城
に
あ
り
、
或
人
聶
に
奉
天
府
へ
行
く
か

と
問
へ
ば
、
聶
は
何
と
か
云
ふ
所
の
西
洋
人
の
生
命
保
険
会
社
へ

入
り
、
毎
月
十
五
円
づ
ゝ
掛
金
を
な
し
た
れ
ば
、
奉
天
へ
は
行
か

ぬ
と
答
へ
た
り
と
、
奉
天
府
に
は
七
千
人
あ
り
と
云
、
依
て
合
計

四
十
営
（
二
万
人
）
な
り
と
云
ふ
、
さ
れ
ど
清
国
の
如
く
処
々
へ

兵
を
分
置
し
あ
る
上
は
、
気
の
毒
な
が
ら
又
々
奉
天
ま
で
は
何
の

苦
も
な
く
陥
る
事
な
ら
ん
、
清
兵
の
戦
法
を
知
ら
ざ
る
事
三
尺
童

子
よ
り
も
劣
れ
り
と
云
ふ
べ
し
、

鳳
凰
城
に
あ
る
島
少
佐
よ
り
の
報
に
旅
団
の
右
翼
へ
敵
が
攻
め
来

る
模
様
あ
り
と
、
我
第
十
中
隊
は
此
様
子
を
見
ん
為
め
、
明
朝
出

発
す
、
敵
が
攻
め
る
と
は
日
清
戦
争
以
来
の
初
耳
な
り
と
は
一
般

の
言
、
誰
し
も
ふ
き
出
せ
り
、
然
れ
ど
も
油
断
は
大
敵
な
り
、
我

軍
の
用
意
厳
重
な
り
、
依
て
大
孤
山
に
あ
る
第
二
大
隊
は
二
十
九

日
よ
り
岫
巖
に
来
る
筈
な
り

　
　

二
十
九
日

島
田
中
尉
昨
夕
大
孤
山
よ
り
帰
り
来
る
、
同
中
尉
の
話
に
追
送
品

は
来
れ
り
、
今
二
三
日
に
て
当
地
へ
至
る
防
寒
用
の
品
も
来
れ
り

と
、
大
安
心
々
々
々

本
日
よ
り
岫
巖
西
北
の
山
へ
だ
い
ば
を
作
り
、
分
捕
の
大
砲
を
之

へ
備
へ
る
筈
な
り
、
最
早
此
地
を
冬
営
地
と
定
む
る
な
り
、
岡
崎

亀
雄
よ
り
十
一
月
二
日
出
の
手
紙
着
す
、
父
上
様
よ
り
我
写
真
を

送
ら
れ
し
礼
を
述
ぶ
、
亀
雄
は
神
戸
下
山
手
通
七
丁
目
と
あ
り
、

五
銭
の
郵
便
切
手
を
貼
用
し
あ
り
、
御
丁
寧
の
事
な
り
、
二
銭
で

よ
い
の
に
、
又
同
人
よ
り
虎
山
の
戦
勝
を
喜
び
来
る
、
桑
名
貫
一

は
平
壤
に
て
即
死
な
り
、
病
院
に
て
死
せ
し
に
あ
ら
ず
、

唯
今
は
上
か
ら
下
ま
で
毛
皮
に
て
包
み
居
候
故
、
耳
の
外
は
寒
か

ら
ず
、
気
候
は
先
づ
日
本
の
十
二
月
中
旬
よ
り
下
旬
頃
に
同
じ
、

但
し
寒
風
の
時
は
丁
度
正
月
の
如
し
、
さ
れ
ど
室
内
を
暖
に
す
る

故
、
室
内
は
こ
た
つ
に
入
り
居
る
が
如
く
、
夜
間
に
て
も
汗
す
る

事
あ
り
、
是
れ
清
国
の
家
屋
の
作
り
方
は
火
を
皆
床
下
へ
通
ず
る

如
く
作
り
あ
れ
ば
な
り

郵
便
は
結
構
な
り
、
清
国
に
て
何
の
誰
朝
鮮
に
て
何
の
誰
と
云
ふ

表
書
に
て
も
陸
軍
何
々
と
あ
れ
ば
大
抵
一
ヶ
月
を
経
ば
達
す
る
な

り
、
但
し
一
々
返
事
す
る
の
頼
り
な
き
に
は
平
向
々
々

　
　

三
十
日

本
日
聞
く
所
に
よ
れ
は
、
第
五
師
団
の
西
山
中
佐
は
某
中
隊
を
寛

甸
縣
の
方
向
に
偵
察
に
出
せ
し
、
而
し
て
其
一
将
校
は
斥
候
と
し

て
寛
甸
縣
に
入
り
し
に
、
茲
に
は
敵
兵
（
吉
林
省
の
兵
）
一
万
兵

計
り
も
居
り
、
北
南
西
の
三
門
を
閉
ぢ
ら
れ
し
が
、
僅
に
東
門
よ

り
逃
れ
、
夜
間
三
里
程
退
却
せ
し
に
、
翌
朝
又
千
人
計
り
の
敵
に
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縦
横
よ
り
攻
め
立
ら
れ
、
六
里
程
退
却
せ
り
、
依
て
西
山
中
佐
は

一
大
隊
と
砲
兵
一
中
隊
を
以
て
、
立
見
旅
団
は
西
方
よ
り
瞹
迷
河

辺
と
云
ふ
所
よ
り
此
敵
を
攻
撃
す
る
事
と
な
れ
り
、
一
昨
日
鳳
凰

城
の
島
少
佐
よ
り
の
報
告
と
は
此
事
な
り
、

本
日
第
二
大
隊
は
此
地
に
来
り
た
り
、
第
七
中
隊
は
今
尚
大
孤
山

に
あ
り
、
辰
次
郎
も
来
れ
り

　
　

十
二
月
一
日

将
校
斥
候
市
川
中
尉
の
報
に
、
敵
は
析
木
城
に
あ
り
、
凡
そ
二
千

人
以
下
、
我
騎
兵
は
敵
の
騎
兵
と
小
戦
闘
の
後
敵
の
騎
兵
敗
走
せ

り
、
死
傷
な
し
、
析
木
城
と
は
岫
巖
よ
り
十
五
里
西
北
に
あ
り

岫
巖
の
西
北
二
里
の
山
は
皆
白
雪
を
戴
き
河
水
皆
氷
る
、
行
路
絶

へ
る
計
り
な
り
、
岫
巖
は
本
日
少
雪
と
あ
ら
れ
ふ
り
し
の
み
、
寒

気
は
甚
だ
し
か
ら
ず
、さ
れ
ど
道
路
は
皆
凍
氷
し
終
日
氷
と
け
ず
、

日
本
一
月
位
の
事
な
り
、
手
拭
に
水
を
付
け
ば
十
分
に
し
て
全
く

氷
る
、寒
気
あ
る
と
き
は
手
足
耳
落
ち
ん
計
り
な
り
、さ
れ
ど
我
々

は
家
屋
内
に
あ
る
故
に
寒
さ
を
感
ぜ
ざ
る
も
、
べ
ん
と
お
に
て
山

へ
行
く
と
き
は
飯
皆
氷
と
な
る

辰
次
郎
本
日
来
る
、
毛
皮
三
枚
を
与
へ
た
り
、
辰
次
郎
よ
り
巻
煙

草
百
本
、
ブ
ラ
ン
デ
イ
酒
一
本
を
送
り
来
る
、
是
は
大
東
溝
に
て

仁
川
よ
り
来
り
し
商
人
よ
り
買
ひ
し
由
、
煙
草
代
価
三
十
銭
、
日

本
の
六
銭
位
の
品
な
れ
ど
結
構
々
々

支
那
た
ば
こ
は
か
ら
し
、
支
那
酒
は
し
ょ
う
ち
う
計
り
な
れ
ば
な

り午
後
前
哨
と
な
り
て
西
山
へ
行
く
、
辰
次
郎
も
少
哨
と
し
て
鳳
凰

街
道
へ
行
く
由
申
居
れ
り

　
　

十
二
月
二
日

支
那
人
よ
り
や
か
ん
・
錫
の
茶
入
れ
を
買
ふ
、
價
六
十
銭
、
矢
張

り
質
屋
の
王
元
明
な
り
、
又
李
泰
源
に
命
じ
て
皮
の
チ
ヨ
ッ
キ
を

作
ら
し
む
、
明
日
出
来
の
筈

大
孤
山
に
て
は
最
早
支
那
人
に
て
我
紙
幣
を
通
用
す
、
又
豆
腐
等

は
早
天
よ
り
売
り
に
来
る
と
、
岫
巖
に
て
も
銀
貨
取
引
な
れ
ど

段
々
市
場
繁
昌
、
食
品
賣
り
に
来
る
、
サ
ツ
マ
芋
・
ホ
シ
タ
ケ
・
葱
・

菜
・
ぶ
た
・
鶏
・
卵
・
ア
ヒ
ル
・
大
豆
・
小
豆
は
山
の
如
し
、
先

づ
食
物
に
は
当
分
安
心
、
兵
卒
も
毛
皮
又
は
絹
布
を
纏
ひ
、
全
く

盗
賊
の
隊
長
顔
に
て
支
那
人
に
料
理
を
言
ひ
付
け
る
有
様
な
り
、

金
銭
は
湯
水
の
如
く
使
ふ
て
食
ふ
事
一
心
な
れ
ば
、
他
の
有
様
は

御
推
察
下
さ
れ
た
し

　
　

十
二
月
三
日

工
兵
少
尉
庄
田
少
尉
よ
り
質
屋
の
主
営
人
な
り
と
て
衣
類
を
買
ひ

に
来
る
、
余
は
質
屋
王
元
明
を
助
け
し
な
り
、
此
家
の
物
を
買
ふ

に
一
々
我
が
封
印
を
要
す
る
と
は
厄
介
の
事
な
り
、
併
し
友
情
世

話
す
る
筈
な
り
、是
れ
は
奥
宮
大
尉
へ
チ
ョ
ッ
キ
二
枚
を
世
話
し
、
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大
隊
長
に
毛
皮
絹
類
を
世
話
せ
し
よ
り
な
り

当
地
風
引
き
病
人
多
く
、
ジ
エ
キ
乃
ち
チ
ョ
ウ
チ
ブ
ス
流
行
す
、

我
中
隊
に
三
名
あ
り
、
然
れ
ど
も
辰
次
郎
、
上
月
其
他
我
知
人
に

は
一
人
も
な
し
、
将
校
に
も
風
引
き
あ
り
、
余
は
一
の
病
気
な
く

却
て
日
本
に
居
る
と
き
よ
り
は
健
康
に
て
、
却
て
肥
満
せ
し
心
持

せ
り
、
日
本
八
百
万
神
の
加
護
に
よ
る
か
、
多
謝
謹
拝

辰
次
郎
よ
り
傳
言
、
十
月　

日
出
の
御
書
状
と
御
機
嫌
能
被
為
入

る
事
拝
承
仕
候

我
聯
隊
の
将
校
又
は
其
家
族
死
亡
の
と
き
、一
人
に
付
二
十
銭（
家

族
は
十
銭
）
づ
ゝ
義
捐
金
を
送
る
、
此
金
は
留
守
宅
よ
り
取
る
事

と
友
岡
少
佐
よ
り
申
来
り
同
意
せ
り
、
是
で
一
人
に
付
十
円
位
を

も
ら
う
事
の
由
、
已
に
家
族
に
は
相
談
せ
ら
れ
た
る
筈
な
り
、

岫
巖
北
方
高
地
へ
十
八
ヶ
所
の
堡
塁
を
作
る
、
歩
兵
と
砲
兵
四
名

に
て
分
捕
砲
を
据
へ
た
り

支
那
人
は
は
だ
か
に
て
寝
ぬ
、
し
ら
み
沢
山

午
後
辰
次
郎
同
行
に
て
質
屋
に
行
き
衣
類
（
絹
）
を
買
ひ
に
行
き

し
に
、
上
等
絹
布
衣
四
枚
と
錫
の
湯
壺
を
辰
次
郎
に
奉
送
し
呉
れ

た
り
、
此
時
酒
井
少
佐
・
小
野
寺
少
佐
・
大
内
軍
医
・
渡
大
尉
・

柴
山
中
尉
・
寺
町
少
尉
の
為
に
十
八
円
（
日
本
に
て
は
百
二
三
十

円
の
品
）
に
て
買
ふ
事
を
周
旋
せ
り
、
私
が
通
弁
人
と
は
面
白
き

事
な
り
、
但
し
主
人
は
我
に
大
明
宣
徳
年
製
と
あ
る
せ
ん
と
く
の

小
火
鉢
を
呉
れ
た
り
、
質
屋
の
上
々
受
な
り
、
支
那
人
は
銀
さ
へ

見
ゆ
れ
ば
喜
ぶ
、
今
日
以
後
は
卵
十
分
に
食
ふ
、
三
百
以
上
も
買

ひ
た
り

　
　
　

十
二
月
四
日

昨
夜
よ
り
雪
降
り
た
り
、
三
四
寸
も
積
り
た
り
、
今
日
は
却
て
暖

な
り
、
雉
子
二
つ
が
ひ
を
買
ひ
た
り
、
我
家
に
あ
る
古
き
衣
類
と

交
換
し
た
り
、
此
衣
類
は
分
捕
品
、
つ
ま
り
只
の
品
な
り

肉
類
に
は
食
ひ
飽
き
た
り
、
豆
腐
売
日
々
来
る
、
唯
今
不
自
由
と

て
は
一
つ
も
な
い
、
日
本
よ
り
の
手
紙
の
来
る
事
と
新
聞
を
誰
か

送
り
呉
る
る
や
を
待
つ
の
み

十
月
廿
一
日
秋
田
山
形
の
大
地
震
名
古
屋
の
弱
震
を
知
る

第
七
中
隊
長
牧
野
留
五
郎
免
本
職
、
第
一
軍
司
令
部
附
を
命
ず
、

大
西
藤
三
郎
（
第
六
中
隊
附
中
尉
）
任
歩
兵
大
尉
第
七
中
隊
長
に

補
す
、
柴
山
勇
吉
は
第
二
大
隊
副
官
と
な
る

呉
大
尉
及
辰
次
郎
来
る
、
巻
煙
草
百
本
辰
次
郎
よ
り
受
く

今
夜
九
時
頃
防
寒
用
の
フ
ラ
ン
ネ
ル
シ
ャ
ツ
・
メ
リ
ヤ
ス
の
ズ
ボ

ン
下
来
れ
り
、
一
つ
も
追
送
品
来
ら
ず

第
五
旅
団
司
令
部
及
第
十
八
聯
隊
も
不
日
岫
巖
へ
来
る
由

王
子
香
に
命
じ
綿
羊
皮
の
絹
表
の
チ
ョ
ッ
キ
を
作
ら
し
む
、
價
一

円
二
十
銭
（
日
本
に
て
は
少
く
も
六
七
円
の
品
物
）

皇
后
陛
下
よ
り
寒
気
の
御
沙
汰
あ
り
た
り
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十
二
月
五
日

本
日
前
哨
の
為
め
に
山
へ
行
く
、
支
那
人
よ
り
小
か
ば
ん
一
個
を

買
ふ
筈
な
り
、
皆
帰
朝
の
と
き
の
土
産
物

日
本
出
発
よ
り
今
日
ま
で
一
度
も
病
気
風
ひ
き
腹
下
り
な
し
、
大

自
慢
に
候
、
当
地
熱
病
流
行
、
私
共
は
丸
く
な
る
程
着
込
み
た
れ

ば
毎
日
毎
夜
寒
さ
を
感
ぜ
す

津
六
郎
様
、
斎
藤
、
上
村
、
飯
田
、
岡
本
、
へ
宜
敷
、
宇
野
様
、

北
村
様
、
友
岡
様
、
長
様
、
藤
林
様
、
島
田
様
、
前
田
珍
男
子
君

へ
も
宜
敷
、
又
大
田
の
御
隠
居
様
に
も
中
村
雄
二
郎
様
へ
御
序
に

宜
敷

凡
そ
手
紙
（
二
銭
切
手
）
は
清
国
第
一
軍
第
三
師
団
第
五
旅
団
第

六
聯
隊
第
一
大
隊
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
に
て
、
何
地
に
変
り
居
る
も
通
じ

候
に
付
、
諸
君
へ
宜
敷
御
傳
へ
被
下
度
候

　
　
　

十
二
月
五
日　

午
前
九
時
五
十
分
記
了
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
蔵　
（
印
）

　

父
上
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
） 


